
特
集

世
界
の
市
民
社
会
・
利
益
団
体

幻
世
紀
日
本
に
お
け
る
利
益
団
体
の

存
立
・
行
動
様
式

ー
全
国
社
会
団
体
調
査

(
J
I
G
S
2
調
査
)

の
分
析
l

行動様式

辻
中
曲
一
旦

森

裕

城

21世紀日本における利益団体の存立

ニ
O
O
七
年
段
階

(
J
I
G
S
2
調
査
)
で
の
日
本
の
利
益
団

体
は
、
一
九
九
七
年

(
J
I
G
S
-
)
調
査
か
ら
一

O
年
を
経
て
、

い
か
に
変
貌
を
遂
げ
た
の
か
。
こ
の
一

0
年
間
の
分
析
と
研
究
経

験
を
も
と
に
、
利
益
団
体
の
記
述
枠
組
み
(
団
体
分
類
、
活
動
空

間
レ
ベ
ル
、
ミ
ク
ロ
・
メ
ゾ
・
マ
ク
口
、
社
会
過
程
と
政
治
過
程
)

を
構
成
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
初
め
て
の
全
国
社
会
団
体
調
査
結

果
を
記
述
し
、
比
較
し
、
分
析
す
る
。
日
本
に
お
け
る
利
益
団
体

世
界
の
鳥
轍
図
を
提
示
し
、
今
後
の
研
究
の
焦
点
と
検
証
の
方
向

性
を
示
す
と
と
も
に
、
利
益
団
体
世
界
の
旧
構
造
の
粘
着
性
と
新

し
い
変
化
の
兆
候
を
析
出
す
る
。

11 

J
I
G
S
-
か
ら

J
I
G
S
2
ヘ

現
代
政
治
分
析
の
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
と
し
て
定
評
あ
る

論
』
に
お
い
て
、
著
者
た
ち
は
、
政
治
過
程
論
を
次
の
よ
う
日

し
て
い
る
。
「
政
治
過
程
論
と
は
、
政
治
家
、
政
党
、
官
僚
、
利
益

団
体
、
市
民
な
ど
の
政
治
ア
ク
タ
ー
の
相
互
作
用
の
動
態
を
記
述
し
、

説
明
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
こ
と
で
あ
る
」
(
伊
藤
・
田
中
・
真
湖
、
一
一

0
0
0
、
二
百
ハ
)
。
吋
レ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
」
創
刊
以
降
、
当
該
分
野
の

研
究
は
飛
躍
的
に
進
展
し
た
が
、
こ
こ
で
列
挙
さ
れ
て
い
る
政
治
ア

ク
タ
ー
の
う
ち
、
利
益
団
体
に
関
連
す
る
領
域
の
知
的
平
野
は
、
依

(3) 

然
と
し
て
見
晴
ら
し
が
よ
い
と
は
一
一
一
一
口
え
な
い
状
況
に
あ
る
口

利
益
団
体
は
、
他
の
政
治
家
、
政
党
、
官
僚
、
市
民
と
は
異
な
っ

て
、
政
治
学
者
に
と
っ
て
も
論
じ
る
の
が
難
し
い
政
治
ア
ク
タ
ー
で

あ
る
。
こ
の
社
会
に
は
無
殺
の
団
体
が
存
在
す
る
が
、
自
ら
を
利
益

団
体
と
称
す
る
団
体
は
存
在
し
な
い
。
我
々
が
利
託
団
体
と
呼
ん
で

い
る
団
体
は
す
べ
て
、
何
ら
か
の
個
別
名
称

(
O
O組
合
や

O
O協

会
な
ど
)
を
自
称
し
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
大
多
数
は
、
実
は
、
積

極
的
に
政
治
に
関
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
団
体
な
の
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
客
観
的
に
見
て
、
当
人
た
ち
の
認
識
以
上
に
、

一
定
の
政
治
的
機
能
を
果
し
て
い
る
団
体
が
数
多
く
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
自
分
自
身
を
利
益
団
体
で
あ
る
と
は
認
識
し
て
お
ら
ず
、
必
ず
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し
も
自
覚
的
に
政
治
に
関
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
団
体
ま
で
を

含
め
て
、
政
治
学
の
分
野
で
は
、
そ
れ
を
利
説
団
体
と
呼
ん
で
き
た

わ
け
で
あ
る
。
利
益
団
体
と
は
、
政
治
学
者
側
の
都
合
で
認
定
さ
れ

た
当
該
団
体
の
他
称
も
し
く
は
別
称
で
あ
り
(
森
、
二

O

O
一
ニ
)
、
こ

の
点
で
、
政
治
家
、
政
党
、
官
僚
、
市
民
と
は
異
質
な
存
在
と
い
え
る
口

こ
の
よ
う
な
性
質
を
有
す
る
利
益
団
体
の
姿
を
全
体
的
に
捉
え
、

そ
れ
を
政
治
過
税
の
大
き
な
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
に
他
の
ア
ク
タ
ー
と

の
関
係
性
に
留
意
し
な
が
ら
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
の
が
我
々
の
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(
J
I
G
S
H
守
宮
ニ
ロ
Z
5
2
の
5
毛
∞
E
身
)

の
一
つ
の
目
的
で
あ
る
口
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
第
一
歩
は
、

団
体
に
関
す
る
基
礎
的
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
そ
れ
自
体
に
あ
る
。

団
体
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
特
定
団
体
の
行
動
を
r

許
制
に
追
跡

す
る
事
例
研
究
、
質
問
票
に
基
づ
く
サ

l
ヴ
ェ
イ
調
査
(
後
述
注

(
6
)
の
よ
う
に
圧
力
団
体
調
査
や
、
不
ツ
ト
ワ

i
ク
調
査
を
含
む
)
、

国
勢
調
査
や
事
業
所
統
計
の
集
計
デ

l
タ
に
着
目
す
る
も
の
の
コ
一
つ

が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
団
体
の
活
動
に
関
す
る
生
き
生
き
と
し
た
情
報

を
引
き
出
す
と
い
う
点
で
事
例
研
究
は
有
力
だ
が
、
議
論
の
一
般
化

と
い
う
点
で
は
サ
!
ヴ
ェ
イ
(
質
問
紙
)
調
査
が
優
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
我
々
の
属
す
る
団
体
基
礎
構
造
研
究
会
(
代
表
・
辻
中

豊
筑
波
大
学
教
授
)
は
、
一
九
九
七
年
春
(
橋
本
龍
太
郎
内
閣
矧
)

に

J
I
G
S
調
査
と
称
す
る
団
体
調
査
を
行
っ
た
。
こ
の
訓
査
は
、

東
京
都
と
茨
城
県
の
職
業
別
電
話
帳
(
い
わ
ゆ
る
ウ
ン
ペ

l
ジ
せ

の
「
組
合
・
団
体
」
と
い
う
項
目
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
団
体
か
ら
持

作
為
に
抽
出
さ
れ
た
約
四
千
団
体
に
調
査
票
を
郵
送
し
、
回
答
を
得

ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
職
業
別
電
話
帳
の
「
組
合
・
団
体
」

と
い
う
項
目
に
載
っ
て
い
る
団
体
を
そ
の
ま
ま
利
益
団
体
と
考
え
て

し
ま
っ
て
よ
い
の
か
と
い
う
疑
問
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
あ
く
ま
で
利
益
団
体
調
査
上
の
便
宜
的
な
作
業
定
義
で
あ
る

と
い
う
の
が
我
々
の
立
場
で
あ
る
。

一
九
九
七
年
の
調
査
に
お
け
る
発
見
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ

っ
た
が
、
本
論
文
の
筆
者
の
一
人
で
あ
る
森
は
、
次
の
よ
う
に
そ
れ

を
ま
と
め
て
い
る
。
「

J
I
G
S
グ
ル
ー
プ
が
調
査
を
す
る
前
は
、

「
ポ
ス
ト
官
僚
主
導
」
「
ポ
ス
ト
自
民
党
一
党
優
位
』
と
い
う
よ
う
な

変
動
期
特
有
の
姿
が
明
確
に
捉
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
予
測
し

た
が
、
率
直
に
一
一
一
一
口
っ
て
そ
の
予
測
は
外
れ
た
。
い
っ
た
ん
構
築
さ
れ

た
組
織
間
の
関
係
性
や
行
動
パ
タ
ー
ン
は
、
政
治
経
済
環
境
が
変
化

し
て
も
、
に
わ
か
に
は
変
わ
ら
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
0

・
:
利
益
団

体
は
利
益
を
追
求
す
る
。
そ
の
行
動
は
、
基
本
的
に
利
己
的
で
あ
る
。

そ
の
利
己
的
行
動
が
、
政
治
学
の
理
論
の
中
で
是
認
さ
れ
て
い
る
の

は
、
そ
こ
に
「
社
会
の
中
に
あ
る
利
害
を
政
治
過
税
の
中
に
表
出
す

る
」
と
い
う
一
定
の
政
治
的
機
能
が
認
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
在
の
日
本
で
は
、
鹿
史
的
に
形
成
さ
れ
た
制
度
的
枠
組
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や
行
動
パ
タ
ー
ン
が
、
当
初
の
目
的
と
は
川
県
関
係
に
残
存
し
て
い
る

部
分
が
あ
り
、
そ
の
結
果
、
政
治
過
程
に
表
出
さ
れ
る
利
害
が
社
会

の
実
態
を
反
映
し
て
い
な
い
と
い
う
問
題
が
発
生
し
て
い
る
」
(
森
、

二
O

O
三)。

我
々
は、

一
九
九
七
年
の
調
査
に
よ
っ

て
以
上
の
よ
う
な
感
触
を

得
た
も
の
の
、
旧
構
造
の
残
存
問
題
に
つ

い
て
は
、
最
終
的
な
判
断

を
留
保
し
て
き
た
。
そ
れ
は
、

地
域
的
に
限
定
さ
れ
た
一

回
の
み

の

調
査
か
ら
、
そ
れ
に
恭
づ
く
記
述
的
推
論
の
妥
当
性
を
結
論
づ
け
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
認
識
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し

て
、
我
々
が
選
ん
だ
州
究
戦
略
は
、
調
査
を
繰
り
返
す
こ
と
で
あ
っ

た。

調
査
は
継
続
し
て
こ
そ
、
多
く
の

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ

る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

我
々
の
閉
山
九
チ
l
ム
は
、
二

O

O
六
ー
O
七
年
(
安
倍
晋
三
内
閣

期
)
に
同
様
の
調
査
を
よ
り
大
規
模
に
笑
施
し
た
。

い
わ
ゆ
る

J
I

G
S
2
調
査
の
実
施
で
あ
る
。

J
I
G
S
2
調
査
に
お
い
て
は
、

N

T
T
番
号
情
報
株
式
会
社
の

i
タ
ウ
ン
ペ

l
ジ
に
登
録
さ
れ
て
い
る

「
組
合

・
団
体
」
(
二
O
O
五
年

一
二
月
現
在
、

十
九
万
九
千
八
百
五

十
六
件
)
か
ら
、

重
複
し
て
掲
載
さ
れ
て

い
る
団
体
や
、

解
散
し
た

団
体
、
団
体
と
認
め
ら
れ
な
い

登
録
情
報

(
庖
舗
、
工
場
、
診
療
所

な
ど
の
施
設
類
)
な
ど
を
除
く
九
万
千
百

一
団
体
に
対
し
て
調
査
票

を
郵
送
し
、
最
終
的
に

一
万
五
千
七
百
六
十
八
団
体
か
ら
有
効
回
答

21 世紀日本における利紙1'I1体の存立13 

を
得
た
(
回
収
率
・

拍
出
卒
、
一

七
・

二一
%
)
。
回
答
団
体
の
都
道
府

県
別
分
布
状
況
を
見
る
と
、
母
集
団
と
回
収
サ
ン
プ
ル
と
の
比
率
差

は
、
最
大

一
・
四
ポ
イ
ン

ト
の
純
閣
で
、
サ
ン
プ
ル
に
地
理
的
な
大

き
な
ば
ら
つ
き
は
な
い
。

本
論
文
で
は
、

一
九
九
七
年
調
査
(
以
後
、

J
I
G
S
-
調
査
と

呼
ぶ
こ
と
に
す
る
)

で
得
ら
れ
た
我
々
の
感
触
が
、
そ
の
後
の
J
I

G
S
2
調
査
で
も
確
認
で
き
た
か
ど
う
か
を
報
告
す
る
。

J
I
G
S

2
調
査
の
概
要
に
関
し
て
は
、
す
で
に
辻
中

・
握

・
山
本

・
三
輪
・

大
友

(
二
O

O
七
)
が
あ
り
、
ま
た
各
論
に
関
し
て
は
辻
中
・森
編
(
二

0
0
九
)
が
あ
る
の
で
、
こ
の
論
文
で
は
幻
世
紀
初
頭
に
お
け
る
日

本
の
利
益
団
体
世
界
の
鳥
鰍
図
の
提
示
を
最
大
の
課
題
と
し
て
論
を

進
め
る

こ
と
に
す
る
。

団
体
世
界
の
記
述
枠
組

団
体
世
界
の
記
述
枠
組
を
構
築
す
る
に
あ
た
っ
て
留
意
す
べ
き
こ

と
は
何
か
。
東
京

・
茨
城
地
域
に
対
す
る
ラ
ン
ダ
ム
調
査
の

J
I
G

s
-、
全
国
を
対
象
と
し
た
悉
皆
調
査
の
J
I
G
S
2
で
収
集
さ
れ

た
デ

l
タ
が
描
く
像
と
、
団
体
世
界
の
現
実
と
が
義
雄
し
な

い
よ
う

に
す
る
た
め
に
は
、
団
体
世
界
に
実
在
す
る
い

く
つ
か
の
局
面
を
分

析
の
前
提
と
し
て
想
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
あ

ま
り
に
細
か
な
局
面
を
想
定
し
て
し
ま
う
と
、
J
I
G
S
調
査
の
よ
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う
な
全
体
的
調
査
の
長
所
が
削
が
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
一

O
年
の
試

行
錯
誤
の
結
果
、
最
低
限
の
局
面
と
し
て
、
次
の
も
の
を
想
定
す
る

と
よ
い
と
我
々
は
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
①
団
体
分
類
、
②
活
動

空
間
、
③
ミ
ク
ロ

・
メ
ゾ
・
マ
ク
ロ
の
区
別
、
④
社
会
過
程
と
政
治

過
程
の
灰
一
別
で
あ
る
。

川
団
体
分
類
1

1

1

生
産
者
セ
ク
タ
ー
の
優
位

社
会
の
中
に
無
数
に
存
在
す
る
団
体
に
は
、
ど
の
よ
う
な
種
類
が

あ
る
だ
ろ
う
か
。
団
体
の
分
類
方
法
に
は
様
々
な
も
の
が
あ
る
が
、

政
治
学
の
実
証
的
な
分
野
で
は
、
団
体
自
身
が
関
心
を
有
す
る
政
策

領
域
ご
と
に
団
体
を
分
類
し
て
い
く
方
法
が
活
用
さ
れ
て
き
た
(
村

松
・
伊
藤
・
辻
中
、

一
九
八
六
)D
J
I
G
S
-
調
査
で
は
、

調
査
に

回
答
し
た
団
体
の
七
割
が
、
経
済
団
体
、
労
働
団
体
、
農
業
団
体
、

専
門
家
団
体、

教
育
団
体
、
行
政
関
係
団
体
、
福
祉
団
体
、

政
治
団

体
、
市
民
団
体
の
九
分
類
の
ど
れ
か
に
該
当
す
る
と
回
答
し
て
い
る
。

諸
外
国
と
の
比
較
で
は
、
日
本
の
場
合
、
こ
の
九
分
類
の
中
で
経
済

団
体
・
民
業
団
体
と
い
っ
た
生
産
者
セ
ク
タ
ー
の
団
体
が
多
い
こ
と

に
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、

J
I
G
S
2
調
査
で
も
継

続
し
て
確
認
さ
れ
た
。

J
I
G
S
2
で
は
、
先
の
九
分
類
に
三
つ
の

分
類
(
学
術
・
文
化
団
体
、
趣
味
・
ス
ポ
ー

ツ
団
体
、
宗
教
団
体
)

を
加
え
た
十
二
分
類
(
「
そ
の
他
」
を
入
れ
る
と
十
一
二
)
で
団
体
の
あ

り
方
を
捉
え
よ
う
と
し
(
設
問
は
、
「
あ
な
た
の
団
体
は
次
の
分
類
の

ど
れ
に
あ
た
り
ま
す
か
」
で
あ
る
)
、
八
八
%
が
そ
の
中
の
ど
れ
か
に

該
当
す
る
と
回
答
し
て
い
る
(
な
お
、

J
I
G
S
2
で
は
経
済
団
体

を
経
済
・
業
界
団
体
に
、
農
業
団
体
を
農
林
水
産
業
団
体
に
分
類
の

名
称
を
変
更
し
て
い
る
)
。
表
ー
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
経
済
・
業
界

団
体
、
長
林
水
産
業
団
体
の
割
合
が
高
く
、
両
者
合
わ
せ
て
四
一
二
%

を
占
め
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
こ
れ
ま
で
に
調
査
し
た
十
一

カ
国
中

デ
i
タ
が
利
用
可
能
で
比
較
可
能
な
九
カ
国
に
お
い
て
、
首
都
地
区

(
日
本
は
東
京
)
だ
け
で
比
較
し
て
も
、
経
済
団
体
(
二
七
・

二一
%
)

と
良
業
団
体
(
五
・
九
%
)
の
比
重
一
が
群
を
抜
い
て
高
く
、
い
ず
れ

も

一
位
で
あ
る
。
日
本
は
そ
の
他
の
分
類
で
は
、
行
政
関
係
団
体

(
五
・
五
%
)
が
ロ
シ

ア
に
次
い
で
二
位
、
労
働
団
体
(
五

・
八
%
)

が
ロ

シ
ア
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
次
い
で
一
二
位
で
あ
る
が
、
福
祉
団

体
な
ど
そ
の
他
の
分
類
は
相
対
的
に
見
て
下
位
で
あ
る
。
い
わ
ば
生

産
者
セ
ク
タ
ー
の
優
位
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
チ
ヤ

|
マ
l

ズ

・
ジ

ョ
ン
ソ
ン
の
い
う
発
展
指
向
型
国
家
に
お
け
る
生
産
性
の
政
治

(
〕

oZ
ω
O】
プ
忌
∞
ω
乙
o一百
ωOコ
巴
丘
、
守

ω
S
-
S∞む
)を
反
映
し
た
も
の
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
c

ω
活
動
空
間
|
l
p
ロ
ー
カ
ル
レ
ベ
ル
の
団
体
の
多
さ

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
団
体
を
分
類
す
る
方
法
に
は
株
々
な
も
の
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15，634 

が
あ
る
が
、

「
印

体

が

活
動
対
象

と
す
る
地

問
主

'内つ

ポ
U

e
lJ
-

F
f日
当

時寸

図
」
と
い

う
設
問

へ

の

回

答

(具

体

的

に
は
「
あ

な
た
の
団

体
が
活
動

対
象
と
す

る
地
理
的

な
範
囲
は

次
の
ど
の

レ
ベ

ル
で

す
か
D

①

い
日
げ
リ
寸
J

/

下
j
Hド
，
中
小
1
3
1b

ベ
ル、

②

都
道
府
県

1
 

4
 
1
 

4
 

12.1 'J.f 31 

レ
ベ
ル

、
①
複
数
の
県
に
ま
た
が
る
広
域
圏
レ
ベ
ル
、
④
日
本
全
国

レ
ベ
ル
、

⑤
世
界
レ
ベ
ル
」
)
も
、
当
初
の
予
想
以
上
に
団
体
の
存
立

・
活
動
機
式
を
把
慢
す
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
こ
と
が
、

J
I
G
S

-
調
査
デ

I
タ
の
分
析
で
わ
か

っ
た
(
森
・辻
中
、

二
O
O
二)。

団

体
世
界
は
、
政
策
領
域
と
と
も
に
、
地
理
的
空
間
に
よ
っ
て
も
、

仕

切
ら
れ

て
い
る
の

で
あ
る
。

J
I
G
S
2
調
査
は
、
東
京
都
と
茨
城

県
を
調
査
対
象
と
し
た

J
I
G
S
-
調
査
と
異
な
り
、
全
国
を
ま
ん

べ
ん
な
く
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
よ
り
一
層
、
こ
の
点
に
留

ぬ)

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

表
i
の
右
側
は、

j
I
G
S
2
調
査
に
つ
い
て
、
団
体
の
活
動
対

象
地
域
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

日
本
に
存
在
す
る
団
体
の

八
O

%
近
く
が
、
い
わ
ゆ
る
都
道
府
県
よ
り
下
位
の
地
方
レ
ベ
ル
を
活
動

対
象
と
し
て
い

る
こ
と
は
、
も
っ
と
注
目
さ
れ
て
も
よ
い
か
も
し
れ

な
い
(
久
保
、
二
O

O
九
)
。
政
治
学
の
教
科
書
で

一
般
的
に
扱
わ
れ

る
よ
う
な
、
日
本
全
体
に
対
し
て
活
動
を
展
開
す
る
よ
う
な
団
体
は
、

団
体
世
界
の
中
で
も
相
当
に
頂
上
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
り
、
全
体

で
見
れ
ば
一

割
強
の
少
数
な
の
で
あ
る
。
そ
の

一
方
で
、
国
境
を
越

え
て
世
界
を
相
手
に
す
る
利
益
団
体
も
確
実
に
二
十
団
体
に
一

つ
程

度
存
在
す
る
こ
と

に
も
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
川
口
利
援
団
体
政

治
と
い
っ
た
と
き
に
、
政
治
学
者
の
多
く
が
依
然
と
し
て
全
国
レ
ベ

ル
の
そ
れ
し
か
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
と
す
る
と
、
日
本
の
利
益
団
体
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研
究
に
は
未
踏
の
知
的
平
野
が
依
然
と
し
て
広
が
っ
て
い
る
と
一
一
一
一
口
え

L
ふ
入
/
。
ω
利
益
団
体
分
析
の
ミ
ク
ロ
・
メ
ゾ
・
マ
ク
口

団
体
陛
界
は
複
雑
な
世
界
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
レ
ン
ズ
を
通
し

て
そ
れ
を
眺
め
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
見
え
方
は
異
な
っ
て
く
る
。

団
体
世
界
を
重
層
的
に
と
ら
え
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
、

次
の
一
二
つ
の
レ
ベ
ル
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
(
辻
中
、
一
九
八
二
。

第
一
は
ミ
ク
口
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
団
体
を
ブ
ラ
ッ
ク

ボ
ッ
ク
ス
に
せ
ず
、
団
体
内
部
の
個
人
、
個
人
と
個
人
の
関
係
性
、

個
人
と
組
織
の
(
集
合
行
為
ー
な
ど
の
)
関
係
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る

(
山
本
、
二

O

O
九
a
、
二
O

O
九
b
)
。
た
と
え
ば
、
ど
の
よ
う
な
理

由
に
よ
っ
て
個
人
は
団
体
を
形
成
す
る
の
か
、
団
体
に
属
し
て
い
る

人
々
に
は
属
性
・
志
向
性
と
い
う
点
で
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
か
、

団
体
は
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
る
の
か
な
ど
が
分
析
対
象
と
な

る
。
団
体
位
界
に
お
け
る
社
会
的
人
間
関
係
と
し
て
の
ソ

l
シ
ヤ
ル

キ
ャ
ピ
タ
ル
の
問
題
も
こ
の
レ
ベ
ル
で
分
析
さ
れ
る
(
坂
本
、
二

O

O
九
a
、
二

O

O
九
b
)
。

第
二
は
メ
ゾ
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
一
つ
の
団
体
を
便
宜

的
に
一
枚
岩
の
組
織
と
み
な
し
、
団
体
と
団
体
と
の
関
係
性
、
団
体

と
政
治
ア
ク
タ
ー
と
の
関
係
性
を
捉
え
よ
う
と
す
る
。
お
そ
ら
く
、

こ
の
レ
ベ
ル
の
分
析
こ
そ
が
、

J
I
G
S
調
査
デ

i
タ
を
用
い
た
研

究
の
最
大
の
見
せ
ど
こ
ろ
に
な
る
。

第
三
一
は
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
団

体
世
界
の
配
置
や
構
成
な
ど
そ
の
あ
り
方
が
、
い
か
に
政
治
体
制
や

そ
の
変
化
と
関
連
し
て
い
る
か
、
ま
た
そ
う
し
た
マ
ク
ロ
な
配
置
が

ど
の
よ
う
な
ガ
パ
ナ
ン
ス
を
も
た
ら
し
て
い
る
か
が
考
察
の
対
象
と

な
る
。J
I
G
S
-両
査
の
調
査
票
を
設
計
す
る
際
は
、
こ
の
ミ
ク
ロ
・
メ

ゾ
・
マ
ク
ロ
の
区
分
を
意
識
し
、
調
査
項
目
が
全
レ
ベ
ル
を
覆
う
よ

う
に
配
慮
し
た
。
例
示
す
れ
ば
、
ミ
ク
ロ
に
関
す
る
質
問
に
は
「
団

体
の
目
的
」
「
会
員
の
構
成
」
「
会
員
相
互
の
関
係
」
「
組
織
運
営
上
の

特
徴
」
な
ど
が
あ
り
、
メ
ゾ
に
関
す
る
質
問
に
は
「
他
組
織
と
の
協

調
・
対
立
」
「
行
政
と
の
関
係
」
「
政
党
と
の
関
係
」
、
マ
ク
ロ
に
関
す

る
質
問
に
は
「
影
響
力
の
認
識
」
、
「
国
レ
ベ
ル
の
代
表
組
織
の
有
妊
に

な
ど
団
体
世
界
の
構
成
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
連
し
て
「
国
や
目
治
体

の
政
策
へ
の
評
価
」
な
ど
が
あ
る
。

ω
社
会
過
程
と
政
治
過
程

我
々
政
治
学
者
は
、
利
益
団
体
と
政
治
の
関
係
性
に
の
み
関
心
を

持
つ
傾
向
が
あ
る
が
、
政
治
に
積
極
的
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
利
益
団

体
の
数
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
。
多
く
の
利
益
団
体
に
と
っ
て
政
治



行動様式

と
関
係
を
持
つ
こ
と
は
、
当
該
団
体
の
本
来
の
活
動
目
的
か
ら
か
な

り
逸
脱
し
た
行
為
で
あ
る
と
'
自
覚
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
利
益
団
体
の
活
動
を
全
体
と
し
て
捉
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、

次
の
二
つ
の
段
階
を
想
定
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
社

会
過
程
と
政
治
過
程
で
あ
る
(
辻
中
、
二

O

O
二
a)
。

社
会
過
程
に
関
す
る
主
た
る
論
点
は
、
組
織
さ
れ
な
い
個
人
の
中

か
ら
団
体
が
い
か
に
立
ち
上
が
っ
て
く
る
か
、
団
体
は
ど
の
よ
う
に

運
営
さ
れ
て
い
る
か
、
生
ま
れ
た
団
体
同
士
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に

あ
る
か
、
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
社
会
学
の
扱
う
領
域
で
あ

ろ
う
が
、
現
代
日
本
の
社
会
学
は
正
面
か
ら
こ
う
し
た
点
を
調
査
し
、

論
じ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
そ
の
背
後
に
は
、
例

え
ば
「
近
代
産
業
社
会
に
お
い
て
重
要
な
機
能
を
受
け
持
っ
て
い
る

組
織
と
し
て
、
企
業
お
よ
び
官
庁
の
ほ
か
に
、
教
育
組
織
と
し
て
の

学
校
と
、
医
療
組
織
と
し
て
の
病
院
を
こ
れ
に
加
え
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
」
と
い
っ
た
基
本
認
識
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
(
富
、
水
、

二
O

O
て
一
六
頁
)
。
宮
、
水
の
視
野
に
お
い
て
は
、
民
間
非
営
利
組

織
も
「
組
織
と
し
て
位
置
づ
け
る
よ
り
、
地
域
社
会
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
し
て
位
置
づ
け
た
ほ
う
が
よ
い
」
(
一
六

i
一
七
百
(
)
と
さ
れ
て
い

る
。
先
に
富
、
水
が
注
目
し
た
企
業
、
官
庁
、
学
校
、
病
院
と
い
う
の

は
、
私
た
ち
が
、

J
I
G
S
研
究
を
始
め
る
際
に
作
業
定
義
に
お
い

て
「
除
外
し
た
」
四
つ
の
集
団
組
織
に
他
な
ら
な
い
(
辻
中
・
森
、
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0
0
二
)
。
と
は
い
え
、
よ
り
最
近
の
社
会
学
に
お
い
て
は
、

N
P

O
や
社
会
運
動
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
な
ど
の
視
角
か
ら
社
会
団
体
へ
の

関
心
は
強
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
(
長
谷
川
・
浜
・
藤
村
・
町
村
、

二
O

O
七
)
、
今
後
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

政
治
過
程
に
関
す
る
論
点
は
、
団
体
が
ど
の
よ
う
な
ル

i
ト
を
通

じ
て
政
治
と
関
係
を
持
つ
の
か
が
、
ま
ず
問
題
と
さ
れ
る
。
一
般
的

に
い
え
ば
、
団
体
は
「
政
党
を
通
じ
て
の
ル

l
ト
」
と
「
行
政
を
通

じ
て
の
ル
l

ト
」
の
二
つ
の
ル

i
ト
に
よ
っ
て
、
政
策
決
定
に
関
わ

ろ
う
と
す
る
。
次
に
、
団
体
が
ど
の
よ
う
な
活
動
(
選
挙
活
動
、
各

種
ロ
ピ
イ
ン
グ
な
ど
)
を
展
開
し
て
い
る
か
が
検
討
さ
れ
る
。

社
会
過
程
の
論
点

l

l
「
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
革
命
」
の
不
在
?

本
節
以
降
で
は
、
団
体
の
存
立
・
行
動
様
式
を
社
会
過
程
と
政
治

過
程
に
区
分
し
、
調
査
結
果
の
中
か
ら
我
々
が
日
本
を
語
る
上
で
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
論
点
を
提
示
し
て
い
き
た
い
。
本
節
で
扱
う
の

は
社
会
過
程
で
あ
る
。
社
会
過
程
の
論
点
に
は
様
々
な
も
の
が
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
日
本
の
利
益
団
体
世
界
の
特
徴
を
も
っ
と
も
示
す
と

考
え
ら
れ
る
「
団
体
の
形
成
・
定
着
」
の
問
題
に
焦
点
を
当
て
て
み

守、2
・

(

〉

，f
J
、
hv
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ω
多
国
間
比
較
デ
!
タ
か
ら
み
た
日
本
の
特
質

我
々
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
初
歩
的
な
疑
問
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
利
益
団
体
の
基
本
的
な
情
報
を
収
集
し
よ
う
と
努
め
て
き

た
。
そ
の
う
ち
の

一
つ
が
、
「
人
間
に
寿
命
が
あ
る
の
と
同
じ
よ
う

に
、
団
体
に
も
寿
命
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
疑
問
で
あ
る。

人
間
に
つ
い
て
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
作
図
す
る

の
と
同
じ
や
り
方
で
、

団
体
に
関
し
て
も
図
が
作
れ
な
い
か
。

J
I
G
S
-
調
査
デ
!
タ
を

分
析
す
る
際
に
、
こ
の
よ
う
な
素
朴
な
関
心
か
ら
設
立
年
分
析

(団

体
が
い
つ
設
立
さ
れ
た
か
に
着
服
し
た
分
析
)
が
行
わ
れ
た
わ
け
だ

が
、
こ
の
分
析
は
思
っ
た
以
上
に
日
本
の
団
体
に
見
ら
れ
る
属
性
の

特
色
を
あ
ぶ
り
だ
す
も
の
と
な

っ
た
。

J
I
G
S
調
査
で
は
、
調
査
対
象
団
体
に
団
体
の
設
立
年
を
尋
ね

て
お
り
、
我
々
は
、
こ
の
項
目
か
ら
当
該
団
体
の
調
査
時
点
で
の
年

齢
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
口
図
ー
は
、
現
存
す
る
団
体
の
中
で
ど
の

年
代
に
生
ま
れ
た
団
体
が
多
い
か
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
は
、

J
I
G
S
-
お
よ
び

J
I
G
S
2
デ
l
タ
に
基
づ
く
国
際
比
較

(五

年
単
位
で
集
計
、
対
象
は
各
国
の
首
都
地
域
の
団
体
)
を
見
て
い
こ

う
。

こ
れ
を
見
る
と
、
多
く
の
国
で
は
、
最
近
に
な

っ
て
設
立
さ
れ

た
団
体
の
割
合
が
大
き

い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
日
本

だ
け
は
特
徴
的
な
分
布
を
と
っ
て
お
り
、
敗
戦
直
後
に
設
立
さ
れ
た

団
体
が
き
わ
め
て
多
く
残
存
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
他
国
に
見

現存する団体の設立年分布(調査対象 :各国の首都l覇地域)

ーーーロシア(200tjijミ)
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ら
れ
る
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
「
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

か
ら
は
硲
認
で
き
な
い
。

こ
の
問
題
は
す
で
に
辻
中
・
山
佐
・
山
本
・
二
一
輪
・
大
友
(
二

0

0

七

、

一

七

二

O
百
二
で
示
唆
し
た
の
で
詳
細
は
省
略
す
る
が
、
こ

の
図
に
含
ま
れ
な
い
自
治
会
や

N
P
O
を
合
め
た

J
I
G
S
2
調
査

の
結
果
は
、
「
全
体
的
に
見
て
、
社
会
団
体
で
は
全
国
デ
!
タ
で
も

J

I
G
s
-
と
ま
っ
た
く
同
様
の
形
状
で
あ
り
、
大
き
な
「
ア
ソ
シ
エ

ー
シ
ョ
ン
革
命
」
の
波
は
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
自
治
会
と
い
う
か

な
り
異
な
る
種
類
の
団
体
に
お
い
て
も
ほ
と
ん
ど
同
一
の
グ
ラ
ブ
が

描
か
れ
て
い
る
の
は
驚
き
で
あ
る
。
予
想
通
り
で
あ
る
が
、

N
P
O

だ
け
が
、

N
P
O
法
施
行
直
後
一
九
九
九
年
か
ら
七
年
間
で
七
割
近

く
が
設
立
さ
れ
て
お
り
、
「
革
命
」
的
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
た
だ

し
こ
の

N
P
O
の
噴
出
は
、
電
話
帳
に
所
載
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で

の
社
会
団
体
数
の
増
大
に
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
貢
献
し
て
い
な
い
こ

と
も
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
「
戦
後
l

高
度
成
長
期
』

に
設
立
さ
れ
た
団
体
が
、
よ
く
、
水
続
し
現
在
も
量
的
に
優
位
を
示
し

て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
」
と
総
括
さ
れ
る
。
ま
た
「
東
京
都

と
茨
城
県
と
い
う
限
ら
れ
た
地
域
で
の

J
I
G
s
-
調
査
の
結
果
は
、

断
片
的
で
は
あ
る
が
団
体
形
成
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
日
本
の
団
体

構
造
を
偏
り
な
く
押
さ
え
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、

J
I
G

S
2
に
よ
っ
て
検
証
の
で
あ
る
(
辻
中
・
・
山
本
・
一
一
一

行動様式211¥卜紀日本における手IJ絞団体の存立19 

は
こ
の
図

輪
・
大
友

三
九
百
(
)
。

一一

O
O
七

一
九
l

二
O
頁

ω
団
体
分
類
別
、
地
域
別
に
み
た
特
徴

J
I
G
S
-
調
査
は
、
東
京
都
と
茨
城
県
に
限
定
し
て
な
さ
れ
た

調
査
で
あ
り
、
ま
た
ケ
l

ス
数
に
も
限
り
が
あ
っ
た
の
で
、
デ
ー
タ

を
団
体
分
類
別
に
分
析
す
る
こ
と
は
国
難
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し

て、

J
I
G
S
2
調
査
は
ケ
ー
ス
数
が
充
実
し
て
お
り
、
デ
ー
タ
を

団
体
分
類
別
・
地
域
別
に
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た

J

I
G
S
2
調
査
の
強
み
を
活
か
し
て
、
先
の
設
立
年
分
析
を
行
っ
て

み
る
と
、
団
体
世
界
に
関
し
て
少
し
異
な
っ
た
像
を
描
く
こ
と
が
で

き
た
の
で
、
そ
れ
を
報
告
し
た
い
。

表

2
は
、
団
体
分
類
別
に
設
立
年
分
析
を
行
っ
た
結
果
で
あ
る
。

こ
れ
を
見
る
と
、
回
体
分
類
間
で
大
き
な
相
違
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
多
く
の
団
体
分
類
は
、
全
体
傾
J

問
と
同
じ
よ
う
に
、
戦
後
l
高

度
経
済
成
長
期
に
設
立
さ
れ
た
団
体
が
多
く
残
存
し
て
い
る
。
そ
れ

に
対
し
、
福
祉
、
政
治
、
市
民
団
体
は
、
近
年
に
な
っ
て
設
立
さ
れ

た
も
の
が
多
い
。
団
体
分
類
に
よ
っ
て
は
、
「
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

革
命
」
と
呼
べ
な
い
ま
で
も
、
団
体
の
噴
出
現
象
が
発
生
し
て
い
る

こ
と
を
こ
の
表
は
示
し
て
い
る
。

ま
た
問
様
の
こ
と
は
、
地
域
別
、
都
道
府
県
加
の
検
討
で
も
示
す

こ
と
が
で
き
る
(
辻
中
、
二

O
O
九
a
、
一
五
七
百
(
)
。
紙
幅
の
関
係
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で
要
点
だ
け
を
示
す
こ
と
に
な
る
が
、
兵
庫
県
、
新
潟
県
な
ど
で
は
、

一
九
九
八
年
の

N
P
O
法
以
降
、
も
し
く
は
九
五
年
の
阪
神
淡
路
大

震
災
な
ど
大
き
な
災
害
を
契
機
に

N
P
O
だ
け
で
な
く
繰
々
な
市
民

社
会
組
織
が
活
性
化
し
た
こ
と
が
、
分
析
の
結
果
、
判
明
し
た
。
程

度
は
落
ち
る
が
、

一
九
九
0
年
代
後
半
以
降
に
団
体
の
設
立
の
波
を
、

兵
庫
県
、
新
潟
県
だ
け
で
な
く
、
埼
玉
、
秋
田
、
岩
手
、
宮
城
、
栃

木
、
千
葉、

新
潟
、
富
山
、
石
川
、
福
井
、
岐
阜
、
三
重
な
ど
に
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
に
お
い
て
も
、
地
域
レ
ベ

ル
で
は

「
ア
ソ

シ
エ

ー
シ
ョ
ン
革
ム
叩
」
が
生
じ
た
可
能
性
を
指
摘
で

き
る
の
で
あ
る
。

古
い
団
体
が
残
存
す
る
こ
と
へ
の
異
な
る
評
価

ー
l
l政
治
過
程
論
と
市
民
社
会
論

日
本
の
団
体
世
界
に
も
新
し
い
動
き
は
生
ま
れ
て
い
る
が
、

以
上
に
古
く
か
ら
残
存
す
る
諸
団
体
の
存
在
感
が
大
き
く
、
そ
の
動

き
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
、
こ
こ
で
の
結
論
で
あ

る
。
こ
う
し
た
状
況
を
、
我
々
は
ど
の
よ
う
に
評
価
す
べ
き
だ
ろ
う

か
。
社
会
の
中
に
存
在
す
る
利
害
の
分
布
と
組
織
化
さ
れ
て
い
る
利

益
団
体
の
分
布
と
の
問
に
著
し
い
設
離
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
政
治
学
の
理
論
の
中
で
利
益
田
体
が

担
う
と
さ
れ
て
い
る
重
要
な
機
能
(
利
益
表
出
機
能
)
が
阻
害
さ
れ

(3) 

そ
れ

て
い
る
可
能
性

が
あ
る
か
ら
で

ふり
7
Q

。

寸
メ
ト
」
ま

守
山
ム
口

j

-l
t
l
、
J

過
程
論
の
視
座

か
ら
の
言
及
で

あ
る
が
、
市
民

社
会
論
の
視
座

に
立
て
ば
、

こ

う
し
た
現
象
を

む
し
ろ
肯
定
的

に
捉
え
る
こ
と

も
で
き
る
G

坂

本
(
二

O
O
九

b
)
が
論
じ
る

よ
う
に
、
例
え

ば
ア
メ
リ
カ
に

お
け
る
近
年
の

団
体
の
噴
出
現

象
は
、
第
三
次

型
の
結
社

(
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行動機式

T
の
進
展
に
関
連
し
て
、
一
般
会
員
が
組
織
運
営
や
組
織
の
会
合
に

実
質
的
な
か
か
わ
り
を
持
た
ず
、
会
員
相
互
間
で
の
社
会
的
交
流
が

欠
如
し
て
い
る
市
民
社
会
組
織
)
の
増
加
と
直
結
し
て
お
り
、
そ
の

結
果
、
ソ

l
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
減
退
が
問
題
祝
さ
れ
て
い
る

(
句

E
Eヨ
5
8ぃ
。
。
。
一
∞
一
S
G
Cご
叩
甲
山
Y
N
C
C
ω
)

。
こ
の
意
味
で
は
、

日
本
に
お
け
る
古
い
団
体
の
残
存
は
、
ソ
ー
シ
ヤ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の

貯
水
池
と
し
て
機
能
し
て
い
る
側
面
が
あ
り
、
必
ず
し
も
否
定
的
に

捉
え
る
べ
き
現
象
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

同
一
の
事
象
で
あ
っ
て
も
、
依
拠
す
る
視
座
が
異
な
れ
ば
、
解
釈

や
合
意
も
異
な
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
今
後
、
政
治
過
程

論
と
市
民
社
会
論
を
有
機
的
に
連
関
さ
せ
て
議
論
を
深
め
て
い
き
た

1

0
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四

政
治
過
程
の
論
点
付
ー
ー
ー
団
体
l
行
政
関
係

こ
こ
か
ら
は
団
体
の
政
治
へ
の
接
近
行
動
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。

圧
力
団
体
論
の
視
点
か
ら
す
る
と
、
団
体
の
活
動
は
二
段
階
に
分
か

れ
る
。
第
一
段
階
は
団
体
相
互
間
の
交
渉
で
あ
り
、
そ
こ
で
問
題
が

解
決
し
な
い
場
合
、
第
二
段
階
と
し
て
団
体
は
政
治
と
関
係
を
持
つ

の
で
あ
る
(
村
松
・
伊
藤
・
辻
中
、
一
九
八
六
)
。
そ
し
て
、
こ
の
第

二
段
階
に
お
け
る
団
体
の
活
動
こ
そ
が
、
政
治
学
の
主
た
る
研
究
対

象
で
あ
り
、
団
体
が
ど
の
よ
う
な
ル

l
ト
を
通
じ
て
政
治
と
関
係
を

21 

持
つ
の
か
が
、
ま
ず
問
題
と
さ
れ
る
。
一
般
的
に
い
え
ば
、
団
体
は

「
政
党
を
通
じ
て
の
ル

l
ト
」
と
「
行
政
を
通
じ
て
の
ル
ー
ト
」
の
二

つ
の
ル
i

ト
に
よ
っ
て
、
政
策
決
定
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
。

ω
政
党
か
行
政
か

日
本
の
利
益
団
体
は
、
「
政
党
を
通
じ
て
の
ル

l
ト
」
と

通
じ
て
の
ル
l

ト
」
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
政
党
、
行
政
と
の
接
触
パ
タ
ー
ン
だ
が
、
こ
れ
に
は
次
の
四
パ

タ
ー
ン
が
論
理
的
に
存
在
す
る
D

①
政
党
・
行
政
の
両
方
に
接
触
す

る
、
②
行
政
だ
け
に
接
触
す
る
、
①
政
党
だ
け
に
按
触
す
る
、
④
ど

ち
ら
に
も
接
触
し
な
い
、
と
い
う
四
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

表
3
は
、
四
パ
タ
ー
ン
の
実
際
の
分
布
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
見
る
と
、
ま
ず
、
こ
の
社
会
に
存
在
す
る
団
体
の
約
七
割
が
、

行
政
か
政
党
に
接
触
し
て
い
る
こ
と
(
逆
に
い
え
ば
、
一
一
一
割
の
団
体

が
狭
義
の
政
治
過
程
と
は
関
係
な
い
こ
と
)
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、

団
体
は
「
行
政
接
触
派
」
と
「
政
党
接
触
派
」
に
分
か
れ
る
の
で
は

な
く
、
「
行
政
の
み
接
触
派
」
と
「
政
党
・
行
政
両
方
接
触
派
」
に
大

別
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
政
党
の
み
接
触
派
」
の
少
な
さ
が
印
象

的
で
あ
る
。

こ
の
結
果
は
、

J
I
G
s
-
調
査
の
際
、
初
め
て
明
ら
か
に
な
っ

た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
調
査
前
に
は
あ
ま
り
予
想
し
て
い
な
い
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結
果
で
あ
っ
た
D

団
体
は
、
「
政
党

を
通
じ
て
の
ル
ー

ト
」
と
「
行
政
を

通
じ
て
の
ル
ー

ト
」
の
ど
ち
ら
か

一
方
を
使
、
つ
は
ず

だ
、
と
い
う
思

い

込
み
が
、
我
々
の

間
に
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
今
回
、

J
I
G
S
2
調
査

で
も
ほ
ぼ
同
様
の

士
叫
泊
代
肝
J

日一寸
A

つ
片
山
ト
』

，‘守門
!
j
-
〆

づ
'
'
'
'
r
41
'
t
p
b
d
ノ勺

-
d

，

こ
の
点
に
関
す
る
事
実
は
、
時
定
的
な
も
の
に
な
っ
た
と

考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
結
果
を
分
類
ご
と
に
見
れ
ば
、
分
布
に
差
異
が
見
ら
れ

る
。
特
徴
的
な
点
を
列
挙
す
る
と
、
政
治
団
体
は
「
阿
方
按
触
派
」

が
圧
倒
的
に
多
く
、
労
働
団
体
、
農
林
水
産
業
団
体
、
専
門
家
団
体
、

経
済
・業
界
団
体
が
こ
れ
に
続
い
て
い
る
。
「
行
政
の
み
接
触
派
」
が

多
い
の
は
、
福
祉
団
体
、
行
政
関
係
団
体
、
教
育
団
体
、
市
民
団
体
、
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九
け
ん
ル
λ
ηHμ 表

JJZ林水注業団体

経済・業界団体

労働団体

教育団体

行政関係団体

信111団体

専門家13:IW
政治団体

市1~団体

学術・文化団体

.(!sI床-スポーツIJI体

宗教団体

全体

こ
と
で
、

学
術

・
文
化
団
体
で
あ
る
。
全
体
で
見
た
場
合
に
少
数
派
で
あ
っ
た

「
政
党
の
み
接
触
派
」
は
、
労
働
団
体
で
三
割
近
く
存
在
す
る。

ω
団
体
l
行
政
関
係
の
諸
相

政
府
と
社
会
と
い
う
図
式
で

一
回
の
政
治
過
粧
を
捉
え
よ
う
と
す

る
な
ら
ば
、
そ
の
接
触
而
が
恒
常
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
っ
て

い
る
か
が
ま
ず
問
題
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
政
府
と
社
会
の

接
触
面
の
あ
り
方
は
、
そ
の
国
の
歴
史
的
文
脈
や
行
政
機
構
の
在
り

方
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
く
る
が
、
日
本
の
場
合
は
、
そ
の
相
互
浸
透

的
な
性
格
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
伊
縦

大
一
は
、
日
本
の
官
僚
制
は
「
底
が
抜
け
た
」
状
態
に
あ
る
と
い
う

印
象
的
な
フ
レ
ー
ズ
で
そ
れ
を
表
現
し
て
い
る
し

(伊
藤
、

一
九
八

O
、
一
一六
頁
)
、
村
松
岐
夫
は
「
最
大
動
員
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
概
念

で
官
民
の
協
働
を
説
明
し
よ
う
と
し
た
(
村
松
、
一
九
九
四
)
。
村
松

の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
比
較
政
治
的
に
見
て
、
日
本
の
官
僚
制
は
行
政

資
源
が
少
な
く
、
そ
れ
を
補
う
た
め
に
政
府
が
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
タ

ー
を
動
員
し
て
き
た
と

い
う
。
動
員
さ
れ
た
ア
ク
タ
ー
の
中
に
は
、

当
然
に
、

利
託
団
体
も
合
ま
れ
て
い
る
。

た
だ、

上
記
の
議
論
は
、
一
九
九
0
年
代
よ
り
も
前
の
時
期
を
想

定
し
た
議
論
で
あ
っ
た
。
日
本
の
政
治
は
、
一
九
九
0
年
代
以
降
の

「
失
わ
れ
た
時
代
」
、
政
治
・
行
政
改
革
の
時
代
を
経
て
、
急
激
な
変



行動機式

化
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
。
政
府
の
「
底
が
抜
け
た
」
状
態
は
、
現
在
、

ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
も
、

J
I
G
S
2
の
大
き

な
関
心
で
あ
っ
た
が
、
結
果
と
し
て
、
大
き
な
変
化
は
観
測
さ
れ
な

か
っ
た
。

表

4
・表

5
は
、
「
あ
な
た
の
団
体
は
行
政
機
関
と
ど
の
よ
う
な
関

係
に
あ
り
ま
す
か
。
国
と
白
治
体
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
お
答
え
く

だ
さ
い
」
と
い
う
設
問
の
回
答
を
控
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表

か
ら
は
、
行
政
機
関
と
関
係
の
深
い
団
体
分
類
と
そ
う
で
は
な
い
団

体
分
類
が
あ
る
こ
と
が
一
目
瞭
然
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
の
政
策
過

程
の
中
に
深
く
入
り
込
ん
で
い
る
と
一
一
一
一
囚
わ
れ
て
き
た
経
済
・
業
界
団

体
、
農
林
水
産
業
団
体
、
そ
し
て
政
策
受
益
系
の
団
体
分
類
の
数
値

は
、
や
は
り
高
く
な
っ
て
い
る
。
近
年
そ
の
動
向
が
注
目
さ
れ
て
い

る
市
民
団
体
は
、
国
と
の
関
係
は
希
薄
で
あ
る
が
、
自
治
体
と
の
間

に
は
一
定
の
関
係
性
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
政
策
過
程

に
お
け
る
市
民
団
体
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
一
州
内
九
の
進
展
の

中
で
慎
重
に
議
論
を
重
ね
る
つ
も
り
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
、
団

体
の
活
動
地
域
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
そ
れ
が
異
な
っ
た
も
の
に
な
る
こ

と
だ
け
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。

総
じ
て
、
許
認
可
、
行
政
指
導
、
法
的
規
制
と
い
っ
た
行
政
側
の

活
動
量
が
現
れ
る
項
目
の
数
値
が
高
く
、
団
体
側
の
活
動
に
関
す
る

政
策
執
行
へ
の
協
力
、
政
策
決
定
へ
の
協
力
と
い
っ
た
数
値
は
低
く

21!lト紀日本における利益団体の存立23 

な
っ
て
い
る
。
日
本
の
団
体
ー
行
政
関
係
に
は
、
行
政
側
か
ら
の
包

摂
と
い
う
側
面
が
基
調
に
あ
り
、
次
に
団
体
と
行
政
の
情
報
交
挽
、

政
策
決
定
・
執
行
に
関
し
て
の
相
互
交
流
が
あ
り
、
最
後
に
人
の
動

き
・
締
助
金
の
関
係
が
あ
る
と
い
う
結
果
で
あ
る
。

政
策
決
定
へ
の
関
与
と
政
策
執
行
へ
の
関
与
を
対
比
す
る
と
、
そ

の
値
が
均
衡
す
る
分
類
も
あ
れ
ば
、
一
致
し
な
い
分
類
も
あ
る
と
こ

ろ
が
興
味
深
い
。
た
と
え
ば
市
民
団
体
で
は
、
国
の
場
合
も
地
方
の

場
合
も
、
政
策
決
定
へ
の
関
与
よ
り
政
策
執
行
へ
の
関
与
の
方
で
数

値
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
お
そ
ら
く

N

P

O
な
ど
市
民
団
体
へ
の
「
事
業
委
託
」
や
「
市
民
・
行
政
協
働
」

な
ど
の
進
展
や
「
行
政
の
下
請
け
化
」
問
題
と
密
接
に
関
連
す
る
可

(げ)

能
性
が
あ
る
(
田
中
、
二

O
O
八
、
後
、
二

O
O
九)。

以
上
の
結
果
は
、
過
去
の
団
体
行
政
関
係
の
実
態
と
比
べ
て
ど

の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
紙
一
帽
の
関
係
で
詳
細
を
報
告

で
き
な
い
が
、
一
九
九
七
年
の

J
I
G
s
-
デ
!
タ
と

J
I
G
S
2

の
東
京
・
茨
城
部
分
の
デ

l
タ
を
比
較
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
団
体
と

行
政
の
関
係
は
現
状
維
持
か
、
あ
る
い
は
よ
り
一
層
密
に
な
っ
て
い

九時)

る
と
い
う
傾
'
向
が
看
取
さ
れ
た
。
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
分
類
、
項

目
ご
と
に
違
い
は
あ
る
が
、
団
体
ー
行
政
関
係
の
疎
遠
化
を
示
す
項

目
は
、
意
外
な
ほ
ど
に
少
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
唯
一
、
わ
か
り
や

す
く
数
値
が
低
下
し
て
い
る
の
が
補
助
ん
主
で
あ
り
、
こ
の
項
目
に
関
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し
て
は
、
す
べ
て
の
分
類
で
、

低
下
が
観
測
で
き
た
G

こ
の
他
、
近
年
の
政
治
過

程
の
変
容
を
受
け
て
、
首
相

官
邸
が
団
体
政
治
の
中
で
大

き
な
役
割
を
示
す
よ
う
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

点
も
検
討
し
た
が
、
首
相
官

邸
と
団
体
と
の
距
離
は
、
主

観
的
に
も
客
観
的
に
も
、
速

い
も
の
の
よ
う
で
あ
る
と
い

う
結
果
で
あ
っ
た
(
森
、
一
一

0

0
九
a)
。

ω
情
報
源
と
し
て
の
行
政

規
制
緩
和
の
必
要
性
が
各

方
而
で
指
摘
さ
れ
、
小
さ
な

政
府
へ
の
流
れ
が
進
展
し
て

い
る
中
で
、
日
本
の
団
体
と

行
政
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な

密
な
関
係
を
維
持
し
て
い
る



行部j操式

の
だ
ろ
う
か
。
団
体
l
行
政
関
係
に
関
連
す
る
調
査

結
果
の
中
で
、
最
も
印
象
的
で
あ
っ
た
の
は
、
多
く

の
団
体
が
行
政
(
中
央
省
庁
、
自
治
体
)
を
自
ら
の

活
動
に
と
っ
て
必
要
な
情
報
源
と
認
識
し
て
い
る
点

で
あ
っ
た
。

情
報
源
を
尋
ね
た
質
問
文
は
、
具
体
的
に
は
、
次

の
も
の
で
あ
る
。
「
あ
な
た
の
団
体
は
、
活
動
す
る

上
で
必
要
な
情
報
を
ど
こ
か
ら
得
て
い
ま
す
か
。
次

の
中
か
ら
重
要
な
順
に
三
つ
ま
で
お
答
え
く
だ
さ

い
よ
提
示
し
た
リ
ス
ト
は
、
①
中
央
省
庁
、
⑦
政

党
、
③
自
治
体
、
③
地
方
議
員
、
⑦
学
者
・
専
門
家
、

①
企
業
、
⑦
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
、
③
専
門
紙
・

業
界
紙
関
係
者
、
①
系
列
団
体
、
⑬
協
力
団
体
、
⑪

あ
な
た
の
団
体
の
会
員
、
⑫
N
P
O
、
⑬
町
内
会
・

自
治
会
、
⑪
そ
の
他
、
で
あ
る
。

表

6
は
、
当
該
情
報
源
が
「
一
位
」
に
選
択
さ
れ

た
割
合
を
示
し
て
い
る
。
表
を
一
見
し
て
わ
か
る
よ

う
に
、
多
く
の
図
体
に
と
っ
て
「
自
治
体
」
「
中
央
省

庁
」
は
、
か
な
り
重
要
な
情
報
源
と
な
っ
て
い
る
。

団
体
分
類
で
見
れ
ば
、
多
少
の
相
違
は
発
見
で
き
る

が
、
全
体
と
し
て
こ
の
傾
向
に
変
わ
り
は
な
い
。

21世;記日本における利益田14:の存立25 

活動空間j別集計

rliUfj村レベル m;道府l干1レベル 広域間レベル

系列団体 38.89 系列団体 36.90 系列団体 25.99 

自治体 23.49 長1iEi体 18.01 自国(小の会長 1 i.29 

中央省庁 9.03 中央省庁 13.42 中央官i(f 16.94 

~I El:¥'体の会員 9.01 自{]IH:の会員 9.28 長!i合(ふ 8.iO 

協力団14: 5.85 協力団体 6.06 協力団体 8.24 

専門 業界紙関係者 3.62 専門 業界紙関係者 4.42 企業 7.31 

その他 2.02 ペl'L?:古河苫之 2.80 専門業界経[凶f，f，芸 5.10 

企業 1.99 その他 2.36 マスメディア関係者 3.il 

マスメディア院11系者 1..42 学者専門家 2.23 学者専門家 3.36 

政党 1.24 マスメディア関{系者 1.89 その他 1.9i 

IIfj内会自治会 1.20 政党 1.39 政党 0.46 

学者専門家 0.92 地方競員 0.59 NPO 0.46 

地方議員 0.i9 NPO 0.59 II!J内会 自治会 0.35 

NPO 0.52 llfj内会 自治会 0.08 地方議員 0.12 

全国レベル 世界レベル 全件、

中央省庁 28.2i 系列団体 29.36 系列団体 34.46 

系列団体 16.i6 自団体の会員 20.95 自治体 li.82 

EI {]!体の会員 16.70 中央省庁 12.54 中央省庁 13.32 
学者専門家 9.95 学者専門家 9.1i 正11至1I本の会員 11.00 

協力団体 6.54 協力団体 6.12 協力団体 6.14 

企業 4.76 その他 5.50 専門業界紙関係者 3.99 

自治体 4.59 マスメディア関係者 3.98 企業 2.92 

専門 業界紙関係者 3.89 専門業界紙!主J-f，f，幸; 3.82 学者専門家 2.91 

マスメディアJUH系者 3.41 自j合体 3.6i その他 2.42 

その他 3.24 1ノL、 Aラ~ 3.06 マスメディア|話Jf，f，者 2.05 
政党 l.30 政党 0.92 政党 1.24 

地方議員 0.38 NPO 0.61 !lrj内会自治会 0.63 
!llj内会自治会 0.1.6 地方議員 0.15 地方議員 0.61 

NPO 0.05 !1fT内会 自治会 0.15 NPO 0.48 

団体の情報源(1 位選択Z苧)表 6
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行
政
が
団
体
の
必
要
と
す
る
情
報
を
独
占
的
に
保
有
し
て
い
る
状

況
は
、
も
っ
と
注
目
さ
れ
て
も
よ
い
よ
う
に
忠
わ
れ
る
口
仮
に
ど
れ

だ
け
権
限
の
移
譲
が
あ
っ
て
も
、
行
政
が
情
報
を
握
り
続
け
て
い
る

限
り
、
日
本
の
政
治
過
程
に
本
当
の
意
味
で
の
大
き
な
変
化
は
起
こ

(
市
出

ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
行
政
に
代
わ
っ
て
シ
ン
ク
タ

ン
ク
機
能
を
果
す
可
能
性
が
あ
る
ア
ク
タ
ー
と
し
て
、
政
党
や
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
、
大
学
(
学
者
・
専
門
家
)
、

N
G
0
・
N
P
O
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
が
、
学
者
・
専
門
家
以
外
は
ど
の
レ
ベ
ル
で
も
五
位
以
内

に
入
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
の
予
想
外
の
低
さ
が
印
象
的
で
さ
え
あ

る。

五

政
治
過
程
の
論
点
同
1

1

1

団
体

l
政
党
関
係

本
節
で
は
、
団
体
i

政
党
関
係
に
関
す
る
項
目
の
調
査
結
呆
を
報

告
し
よ
う
(
森
二

O

O
九
b
を
参
照
)
。
こ
こ
で
の
焦
点
は
、
政
党
政

治
の
レ
ベ
ル
で
進
展
し
て
い
る
こ
大
政
党
化
の
流
れ
が
、
団
体
世
界

に
も
何
ら
か
の
影
'
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
で
あ
る
。

川

政

党

接

触

の

現

状

J
I
G
S
2
調
査
で
は
、
「
あ
な
た
の
団
体
が
政
党
に
働
き
か
け

を
す
る
場
合
、
次
に
あ
げ
る
政
党
と
ど
の
く
ら
い
接
触
し
ま
す
か
」

と
い
う
ワ

i
デ
ィ
ン
グ
で
団
体
の
政
党
接
触
を
尋
ね
、
「
非
常
に
強

い
(
頻
繁
)
」
が

5
、
「
か
な
り
強
い
(
頻
繁
)
」
が

4
、
「
あ
る
程
度
」

が
3
、
「
あ
ま
り
な
い
」
が

2
、
「
ま
っ
た
く
な
い
」
が

l
の
5
段
階

で
回
答
を
求
め
た
。
回
答
欄
に
提
示
し
た
政
党
は
、
自
民
党
、
民
主

党
、
共
産
党
、
社
民
党
、
公
明
党
、
地
域
政
党
の
六
つ
で
あ
る
。
悶

2
は
、
「
非
常
に
頻
繁
」
「
か
な
り
頻
繁
」
「
あ
る
程
度
」
と
回
答
し
た

団
体
の
当
該
分
類
団
体
に
占
め
る
割
合
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

全
体
の
基
調
は
自
民
党
の
一
党
優
位
で
あ
る
。
特
に
、
長
林
水
産
業

団
体
、
経
済
・
業
界
団
体
、
専
門
家
団
体
、
政
治
団
体
で
自
民
党
の

優
位
が
著
し
い
G

他
と
大
き
な
相
違
を
見
せ
る
の
は
、
労
働
団
体
で

あ
る
。
労
働
団
体
で
は
、
民
主
党
、
社
民
党
と
の
綾
触
が
高
く
、
自

民
党
接
触
は
共
産
党
に
次
い
で
四
位
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
単
純
分
布
で
見
る
限
り
、
自
民
党
の
一
党
優
位
は

継
続
し
て
い
る
G

し
か
し
、
自
民
党
へ
の
緩
触
行
動
が
、
過
去
と
比

べ
る
と
相
対
的
に
低
下
し
て
い
る
こ
と
も
、
同
時
に
指
摘
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

J
I
G
S
2
誠
査
で
は
、
過
去
(
具
体
的
な
文
一
一
一
一
口

は
「
十
年
前
」
)
の
政
党
按
触
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ

い
て
も
団
体
に
尋
ね
て
い
る
が
、
そ
の
川
氏
問
に
対
す
る
回
答
と
「
現

在
」
の
活
動
に
つ
い
て
の
回
答
を
比
較
す
る
と
、
「
現
在
」
の
活
動
の

方
が
停
消
化
し
て
い
る
と
自
己
評
価
す
る
間
体
が
多
い
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。

具
体
的
に
デ

i
タ
で
示
そ
う
。
表
7
は、

同
一
団
体
の
政
党
後
触
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団体の政党接触(団体分類別)
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接触率=(ある程度十かなり頻繁十非常に頻'Ml/当該分額出j;ド数x100 

に

関

す

る

「

現

在

」

と

の

回

答

(

そ

れ
ぞ
れ
五
段
階
評
価
)
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る

(
紙
一
怖
の
関
係
で
自
民
党
と
民
、
玉
党
の
結
果
の
み

掲
載
し
て
あ
る
)
。
農
林
水
産
業
団
体
を
例
に
し

て
、
表
の
見
方
を
説
明
す
る
と
、
「
現
在
」
と
「
十

年
前
」
の
接
触
頻
度
に
変
化
が
な
い
団
体
は
八
二
・

九
%
、
「
現
在
」
の
方
が
頻
度
が
高
い
団
体
が
凶
・

六
%
、
現
在
の
方
が
低
い
図
体
が
二
一
・
五
%
と

な
っ
て
い
る
(
計
算
に
あ
た
っ
て
は
、
「
現
在
」
「
十

年
前
」
の
両
方
で
当
該
活
動
を
ま
っ
た
く
し
て
い

な
い
と
回
答
し
た
団
体
は
除
外
し
て
あ
る
)
。
総

じ
て
、
自
民
党
と
関
係
の
深
い
団
体
分
類
で
自
民

党
離
れ
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

。

ω
政
党
接
触
の
パ
タ
ー
ン

利
益
団
体
と
政
党
と
の
関
係
を
考
察
す
る
に
当

た
っ
て
は
、
有
権
者
l

政
党
関
係
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー

で
そ
れ
を
捉
え
て
し
ま
う
と
現
象
の
本
質
が
見
え

な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。
利
益
団
体
は
、
一
語
義
の

通
り
、
何
ら
か
の
利
益
を
追
求
す
る
組
織
で
あ
る
。

も
し
、
そ
の
政
党
に
接
触
す
る
こ
と
が
当
該
自
体
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政党接触の変化 (JJi在と 10年前との比較)

自民党 民主党

低下変化なし 向上 低下 変化なし向上

成林水産業 12.5 82.9 4.6 3.3 89.6 7.1 

経済業界 10.1 84.J d に 8 2.5 88.9 8.6 

労働 88.J 8.2 2.7 73.6 23.7 

教育 4.9 85.8 9.3 1.8 91.0 7.2 

行jl女1)1，)1系 5.4 9J.J 3.5 J.J 94.5 4.4 

fhl布| J.J 87.2 7.4 2.4 90.5 7.1 

~V 門家 7.0 8].9 11.1 2.4 84.3 13.3 

政治 7.2 8].J 11.7 4.3 76.6 19.1 

i1iJモ 4.7 84.4 10.8 2.0 84.9 13.1 

学術 文化 3.3 92.2 4.5 1.5 93.9 4.7 

j也l沫スポーツ 3.8 87.4 8.8 ]，2 91.1 7.7 

宗教 J.8 95.5 2.7 。。 9/1.5 5.5 
全体 7.9 85.8 6.4 2.3 88.5 9.2 

※ |日l一同体の[現在の政党後触jと IJOijoiiijの政党接触jの回答を比較
したもの:) :)段階で接触の!JfU支を尋ねているので， I現在一JOijニiiijJを計算
することで. .j妾敏行動の変化がJ巴J庄できる。
※ r IO'!"IFjJ r現有 jのiUijii もしくは ~ïjが 1:1"回答の場合は，計算から
1;{j7外したっ

※ 日I~l l -t 象とし たのは謝諮問ミ IjÍ!íの JO{ド Ijij に 存在し ていた団体。ニの JO "jõ
IlJlに新し く設立された|一n体はfすんでいない。

の
利
援
に
つ
な
が
る
と
考
え
れ
ば
、
複
数
の
政
党
に
接
触
す
る
で
あ

ろ
う
し
、
有
権
者
の
政
治
意
識

・
行
動
を
追
究
す
る
投
票
行
動
研
究

で
は
想
像
も
つ

か
な
い
よ
う
な
接
触
政
党
の
組
み
合
わ
せ
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。

こ
の
点
に
関
し
て
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
と
、

寸
，
J表

か
な
り
の
数
の
団
体

が
複
数
の
政
党
と
接
触
し
て
い

る
こ
と

が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
全
体
で
は
、
政

党
と
ま
っ
た
く
接
触
し
な
い
団
体
が
六

三
%
、
一
つ
の
政
党
と
接
触
す
る
団
体

が
二
三
%、

二
つ
以
上
の
政
党
と
接
触

す
る
団
体
が
二
四
%
と
い
う
結
果
が
算

出
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

複
数
の
政
党
と
按
触
す
る
場
合
は、

ど
の
よ
う
な
傾
向
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
口

そ
れ
を
大
雑
把
に
把
握
す
る
た
め
に
、

各
政
党
に
対
す
る
接
触
頻
度

(1
1
5
)

の
相
関
係
数
を
算
出
し
た
結
果
が
表
8

で
あ
る
。
ほ
ぼ
す
べ
て
の
組
み
合
わ
せ
で
正
の
相
関
が
算
出
さ
れ
て

い
る
点
が
最
大
の
発
見
と
い
え
る
口
詳
細
に
見
れ
ば
、
次
の
よ
う
な

三
つ
の
パ
タ
ー
ン
の
同
時
存
在
を
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
第
一
は
、

政
権
与
党
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
り
、
自
民
党

・
，
公
明
党
の
相
関
係
数

の
高
さ

(
C

ム∞∞
)
が
そ
れ
を
示
し
て

い
る
。
第
二
は
、

二
大
政
党
の

組
み
合
わ
せ
で
あ
り
、
自
民
党
と
民
主
党
と

の
間
で
の
相
関
係
数
の

高
さ

き
・会
ω)
が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
第
三
は
、
保
革
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
軌
に
沿

っ
た
組
み
合
わ
せ
で
あ
り
、

自
民

・
公
明

・
民
主

・
社

共
産
と
い
う
北
び
で
、
隣
り
合
、
つ
政
党
ど
う
し
で
高
い

相
関
係

表8 按削!頻度の相関係数

自jミ公明民主社民共産

接触 接触 接触接触接触

13J毛J安触 0.4 68 0.453 0.179 0.179 

公l列J安触 0.468 0.448 0.387 0.366 

民主催触 0.453 0.448 0.574 0.337 

社尺接触 O.J 79 0.387 0.574 0.532 

共産娘触 O.J 79 0.366 0.337 0.532 

※ すべて 1%水様で右窓(両!WJ)

lミミ



ω
二
大
政
党
化
の
影
響

現
在
、
政
党
政
治
で
進
展
し
て
い
る
二
大
政
党
化
の
流
れ
は
、
団

体
世
界
に
ど
の
よ
う
に
波
及
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
論
文
の
著

者
の
一
人
で
あ
る
辻
中
山
一
旦
は
、
一
九
八

0
年
代
以
降
、
九

0
年
代
、

一
二

位
紀
と
三
時
点
で
行
わ
れ
た
圧
力
団
体
調
査
に
基
づ
き
な
が
ら
、

二
大
政
党
制
(
も
し
く
は
、

二
大
政
党
に
よ
る
求
心
的

な
競
合
が
あ
る
安
定
的
な
状
況
)
の
背
後
に
は
、
団
体

レ
ベ
ル
の
独
特
な
行
動
が
あ
る
と
い
う
仮
説
(
「
二
大
政

党
制
の
圧
力
団
体
的
基
礎
」
仮
説
)
を
提
起
し
た
こ
と

が
あ
る
。
そ
れ
は
、
政
党
政
治
の
二
大
政
党
化
状
況
に

あ
わ
せ
て
、
①
団
体
全
体
で
見
た
場
合
に
、
接
触

・
支

持
行
動
の
分
布
に
双
峰
性
が
あ
る
、
②
同
一
団
体
分
類

内
に
お
い
て
も
、
接
触
・
支
持
行
動
の
分
布
に
双
峰
性

が
見
ら
れ
る
、
③
個
別
の
団
体
レ
ベ
ル
で
も
、
危
機
分

散
と
い
う
観
点
か
ら
二
大
政
党
の
双
方
と
良
い
関
係
を

維
持
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
、
と
い
う
議
論

で
あ
る
(
辻
中、

二
O
O
六)。

現
在
の
と
こ
ろ
、
①
②
に
関
し
て
は
、

数
が
算
出
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
民
、
王
・
社
民

(
C

ミ
h
F
)

、

共
産

(
0
・8N)
と
い
う
組
み
合
わ
せ
の
数
値
が
高
い
。

行動f*J'¥21佐紀日本における利従団体の存立29 

仮
説
に
沿
っ

自民党と民主党への接触ノてター ン

自民 間方 民主非

のみ 接触 のみ機内g!

7.8 
(2.2十5.2+0.4)

(2.3十5.2+0.2)

9.2 
(0.5+6.7+2.0) 

6.8 
(1.1 +5.6十0.2)

3.7 
(0.6十2.8ト0.2)

7.7 
(1.0+ 5.7 +0.9) 

13.2 
(3.0+9.6+0.6) 

11.9 
(3.0+7.1+ 1.8) 

13.5 
9.1 
(1.0十10.9十1.6)

3.9 
(0.5+3.2十0.2)

5.4 
(0.2+4.8十0.4)

4.4 
(0.7十2.9ート0.7)

8.0 
(1.6+5.8十0.6)

※ 「あるお:俊一i以tの凶答を按制!ありとみなして集計ーした。表
中の( )の':tI の数値は，阿方接待9~の内訳である c
1.;:から， r自民党の方が接触頻度が治j"、Ji緩船!頻度が[jjjじH民
主党の方が媛船!努{皮が高いJを示しているc

表 9
社
民

た
大
き
な
変
化
は
看
取
で
き
な
い
。
①
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か。

こ
こ
で
個
々
の
団
体
が
、
自
民
党
と
民
主
党
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う

な
扱
触
行
動
を
試
み
て
い
る
か
を
検
討
し
よ
う
。
表
9
は
、
自
民
党

と
民
主
党
の
二
つ
の
政
党
に
限
定
し
て
政
党
彼
触
の
パ
タ
ー
ン
を
集

計
し
た
も
の
で
あ
る
。
全
体
を
見
る
と
、
「
自
民
党
の
み
に
按
触
」
が

二
一
%
、
「
自
民
・
民
、
王
の
両
方
に
接
触
」
が

八
%
「
民
主
党
の
み
按

触
」
が
五
%
と
な
っ
て
い
る
。
分
類
別
に
見
て
も
同
校
の
傾
向
が
看

取
さ
れ
る
。
「
自
民
か
民
主
か
」
で
は
な
く
、
「
自
民
も
民
主
も
」
と

58.6 

45.8 

66.4 

61.7 

77.7 

59.7 

32.9 

72.0 

75.3 

86.5 

85.3 

83.1 

80.'l 

0.8 

41.5 

1.1 

0.9 

3.5 

0.9 

3.8 

19.6 

5.4 

?? 

5.0 

1.4 

1.3 

32.8 

29.7 

3.5 

10.8 

26.0 

12.3 

35.6 

12.8 

i
 
t
 -
-4
 

E

，ム

8.3 

8.1 

20.6 

農林水産業

ス;r;ーツ

業界

文化

行政関係

宗教

全体

専門家

経i5寺

労働

福祉

一一ー主文向、

政治

市民

f学術

組i床
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い
う
動
き
が
疎
か
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

団
体
政
党
関
係
の
再
編
は
、
政
権
交
代
に
先
駆
け
て
起
こ
る
も

の
と
い
う
よ
り
は
、
政
権
交
代
が
あ
っ

た
後
に
起
こ
る
も
の
な
の
か

も
し
れ
な
い
。
辻
中
(
二

O
O
六
)
も
こ
の
こ
と
自
体
大
き
な
論
点

で
あ
る
と
し
、
圧
力
団
体
調
査
で
は
、
「
政
治
が
独
立
変
数
」
で
あ
り
、

団
体
レ
ベ
ル
の
変
化
は
政
治
の
変
動
に
「
運
行
し
て
生
じ
る
」
と
推

論
し
て

い
る

(
三
二
二
頁
、
三
一
五
頁
)
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
政
権
交

代
が
起
こ
っ
た
な
ら
ば
事
態
は
一
変
す
る
可
能
性
が
大
き
い
。
そ
の

と
き
、
民
主
党
単
独
接
触
が
急
増
す
る
の
か
、
「
自
民
も
民
主
も
」
と

い
う
接
触
行
動
が
広
が
り
を
見
せ
る
の
か
が
、
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

政
党
政
治
の
展
開
が
、
団
体
の
行
動
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え

て
い
く
か
と
い
う
問
題
は
、
中
長
期
的
に
検
討
す
べ
き
重
要
な
研
究

課
題
で
あ
る
。
今
後
、
同
校
の
調
査
を
繰
り
返
す
な
か
で
、
帰
納
的

に
結
論
を
出
し
て
い
き
た
い

。

同.L...

/¥ 

旧
構
造
が
残
存
す
る
中
で
の
新
し
い
動
き

主
観
的
影
響
力
の
分
布

こ
こ
ま
で
、

(
ど
の
よ
う
な
団
体
が
存
在
す
る
か
)

社
会
過
程

政
治
過
程

(
政
治
へ
の
ル

l
ト
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
)

と
い
う
伝

特のれつヤく人くはる社日できを政日視力団統
徴俊なた y そが、、団会本姉た素 j台本点団体的
づ位いかプれ忠 一 お体にのか o Jn'j ののか 体論な
け l_ 0 もがとい般そのお政れこし構図ら論 ・ 手IJ
ら-， 1:=1 し あ ギ捕 の ら姿 け 治る こて 造 体、 の!王主主
れ官本
る僚の
部主回
分 j車体
が ~I止
多 「界
しE 自は
の民
で党依
あ一然
る党と
。{愛し
前位て
述，-

のと生
よしl I主
うつ者
にたセ
、言 ク

一葉タ
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行動様式

九
七
年
に
J
I
G
S
-
調
査
を
す
る
前、

我
々
は
、
「
ポ
ス

ト
官
僚、
王

導
」
「
ポ
ス
ト
自
民
党

一
党
優
位
」

「市
民
社
会
の
活
性
化
」
と
い
う

よ
う
な
変
動
期
特
有
の
回
体
世
界
の
姿
が
明
時
に
捉
え
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
予
測
し
つ
つ

、
調
査
一
計
画
を
練
っ
た
。
だ
が
、
率
直
に

一一
一
日
っ
て
そ
の
予
測
は
外
れ
た
。

い
っ
た
ん
構
築
さ
れ
た
組
織
間
の
関

係
性
や
行
動
パ

タ
ー
ン
は
、
政
治
経
済
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
も
、

、、、
、、.

本
質
的
な
点
が
失
わ
れ
な
い
限
り
に
わ
か
に
は
変
わ
ら
な
い
も
の
な

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
旧
構
造
は
、

二
O
O
六
l
O
七

年
の
時
点
で
も
基
本
的
に
持
続
し
て
い
る
こ
と
が
、

J
I
G
S
2
調

3
 

査
の
結
果
か
ら
も
碑
恕
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

た
だ
、
こ
の
よ
う
な
団
体
世
界
に
関
す
る
図
式
的
な
記
述
は
、
伝

統
的
な
利
益
団
体
論

・
圧
力
団
体
論
に
依
拠
し
す
ぎ
て
い

る
か
も
し

れ
な
い
G

た
と
え
ば
、
表

ωに
示
し
た
図
体
の
王
観
的
影
響
力
の
回

答
分
布
を
見
る
と
、
意
外
な
ほ
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
自
己
の
影

響
力
を
高
く
見
積
も
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
は
、
「
政
策
過
程
に
深

く
入
り
込
み
影
響
力
を
行
使
す
る
経
済

・
業
界
団
体

・
農
林
水
産
業

団
体

・
政
策
受
益
団
体
」
と
「
政
策
過
程
か
ら
排
除
さ
れ
不
満
を
抱

え
る
労
働
団
体
・

市
民
団
体」

と
い
う
こ
れ
ま
で
の
通
説
的
理
解
が
、

皮
相
的
で
あ
っ

た
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
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(2) 

も
う
一
つ
の
政
治
過
程
の
可
能
性

政
策
過
程
に
深
く
入
り
込
ん
で
い
な

い
と
思
わ
れ
る
団
体
が
、

定
の
影
響
力
を
実
感
で
き
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
と
り

あ
え
ず
注
目
し
た
い
の
が
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
存
在
で
あ
る
。
か
つ

て
諸
島
郁
夫
は
、
日
本
の
政
治
体
制
を
考
え
る
上
で
、
マ
ス
メ
デ

ィ

ア
の
役
割
を
挺
視
で
き
な
い
と
い
う
視
点
か
ら
、
各
セ
ク
タ
ー
の
リ

ー
ダ
ー

に
対
す
る
意
識
調
査
(
「
エ

リ
ー
ト
の
平
等
観
調
査
」

一
九
八

の
デ

i
タ
に
基
づ
き
次
の
よ
う
に
、
主
張
し
た
(
蒲
島
、

一
九

二
O
頁
)。

O
年
)

九
O
、「長

期
に
わ
た
る
自
民
党

一
党
優
位
体
制
の
下
で
は
、
実
際
の

政
策
決
定
は
自
民
党
、
官
僚
、
体
制
派
利
益
集
団
関
の
綿
密
な

交
渉
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
意
味
で
は
『
権
力
」
は

依
然
集
中
し
て
い
る
。
し
か
し
、
世
論
中
心
の
民
主
主
義
社
会

で
は
、
こ
れ
ら
の
権
力
も
国
民
の
反
応
を
常
に
考
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
社
会
の
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
や
ニ

ー
ズ
を
す
く
い
上
げ
、
そ
れ
を
国
民
と
政
策
決

定
者
に
気
つ

か
せ
、
そ
れ
に
反
応
さ
せ
る
こ
と
を
通
し
て
日
本

の
影
響
力
シ
ス

テ
ム
に
入
り
込
ん
で
く
る
。」

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
利
益
団
体
に
対
す
る
包
括
性
は
基
本
的
に
高
い

が
、
特
に
、
新
興
集
団
で
且
つ
社
会
全
体
に
利
益
を
与
え
る
よ
う
な



.'32 

公
共
財
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
団
体
に
好
意
的
で
あ
る
と
い
う
の

が
、
蒲
烏
の
、
王
張
で
あ
っ
た
。

蒲
島
の
提
唱
し
た
メ
デ
ィ
ア
多
元
主
義
モ
デ
ル
は
魅
力
的
な
議
論

で
あ
る
が
、
そ
の
実
託
研
究
は
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
。
こ
の
モ
デ

ル
の
骨
子
は
、
権
力
の
核
外
に
位
置
す
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
、
「
新
興

集
団
で
、
か
つ
社
会
全
体
に
利
益
を
与
え
る
よ
う
な
公
共
財
の
た
め

に
活
動
し
て
い
る
集
団
」
の
利
害
を
積
極
的
に
政
治
過
程
に
注
入
す

る
こ
と
に
よ
り
、
ご
冗
化
に
向
か
い
が
ち
な
社
会
を
多
元
主
義
の
方

向
に
引
き
戻
す
、
と
い
う
点
に
あ
る
が
、
こ
う
し
た
抽
象
的
な
議
論

を
い
か
に
操
作
化
し
、
ど
の
よ
う
な
デ
!
タ
で
そ
れ
を
実
証
し
て
い

く
か
が
、
一
番
の
課
題
と
い
え
よ
う
。

こ
の
点
に
関
連
し
て
、
利
益
団
体
の
動
向
を
包
括
的
に
捉
え
た

J

I
G
S
調
査
の
デ
l
タ
は
、
メ
デ
ィ
ア
多
元
主
義
モ
デ
ル
の
洗
練
化

に
向
け
て
、
一
つ
の
素
材
を
提
供
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

J
I
G

S
2
で
は
、
利
益
団
体
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
関
係
性
を
尋
ね
る
設
問

を
、
調
査
票
に
い
く
つ
か
組
み
込
ん
で
い
る
。
表
日
の
左
側
は
、
「
あ

な
た
の
団
体
は
、
政
治
や
行
政
に
要
求
や
主
張
を
す
る
際
に
、
次
に

あ
げ
る
手
段
や
行
動
を
ど
の
く
ら
い
行
い
ま
す
か
」
と
い
う
問

(
Q

M
)
に
お
け
る
「
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
へ
の
情
報
提
供
」
と
い
う
回
答
を

整
理
し
た
も
の
で
あ
り
、
右
側
は
、
「
過
去
三
年
間
に
、
あ
な
た
の
団

体
は
一
ア
レ
ピ
や
新
聞
・
雑
誌
に
何
回
ぐ
ら
い
と
り
あ
げ
ら
れ
ま
し
た

団体のメディア利m
メディア

にf子場した
lill数
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か
一
と
い
う
設
問
の
回
答
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
口
表
日
か
ら
は
、

市
民
団
体
が
積
極
的
に
メ
デ
ィ
ア
に
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
こ
と

と
、
他
の
団
体
分
類
よ
り
も
数
多
く
テ
レ
ビ
・
新
聞
・
雑
誌
に
登
場

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
も
う
一
つ
の
政
治
過
程
が
存
在
す

る
こ
と
を
示
唆
す
る
に
は
十
分
な
デ
l
タ
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
す
る
ロ
ピ

l
戦
術
の
他
に
も
、

我
々
が
着
目
す
べ
き
団
体
の
行
動
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
と
え

ば
、
「
裁
判
所
の
活
用
」
と
い
う
戦
術
も
そ
の
一
っ
と
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

J
I
G
S
-
調
査
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
ト



行動株式

ル
コ
調
査
は
、
団
体
世
界
に
お
け
る
裁
判
所
が
持
つ
機
能
の
重
要
性

を

J
I
G
S
チ

l
ム
が
認
議
す
る
契
機
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ト

ル
コ
で
は
、
行
政
や
政
党
よ
り
も
、
裁
判
所
を
重
悦
す
る
団
体
が
、

有
意
に
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
現
象
を
分
析
し
た
ト
ル
コ
研
究

者
で
あ
る
平
井
由
貴
子
は
、
ト
ル
コ
に
は
①
行
政
や
政
党
を
あ
て
に

で
き
ず
裁
判
所
に
頼
る
し
か
な
い
団
体
(
現
在
の
政
治
体
制
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
と
相
容
れ
な
い
団
体
)

が
数
多
く
存
在
す
る
一
方
で
、
②

裁
判
の
勝
利
を
も
っ
て
政
府
の
政
策
に
変
更
を
せ
ま
り
、
併
せ
て
、

人
々
の
注
目
を
喚
起
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
戦
略
的
に
訴
訟
を

起
こ
す
団
体
が
存
在
す
る
こ
と
を
篠
認
し
た
(
平
井
、

二
O
O
九
三
。

①
に
つ

い
て
は
ト
ル
コ
に
特
有
の
現
象
で
あ
る
が
、
⑦
に
つ

い
て
は

吊

ω)

日
本
の
分
析
に
も
十
分
に
援
用
で
き
る
議
論
で
あ
ろ
う
。

残
存
す
る
旧
構
造
に
対
し
て
、
こ
こ
で
触
れ
た
よ
う
な
「
も
う
一

つ
の
政
治
過
程
」
が
ど
の
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
有
し
て
い
る
か
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
利
益
団
体
政
治
の
研
究
に
お
い
て
、

一
つ
の
大

き
な
論
点
に
な
ろ
う
。
周
辺
領
域
の
研
究
(
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
研
究
、

裁
判
所
の
機
能
に
関
す
る
法
社
会
学
的
研
究
な
ど
)
の
知
見
も
接
合

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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以
上
本
論
文
で
は
、

日
本
の
利
益
団
体
世
界
の
鳥
版
図
の
提
示
を

目
指
し
て
、

J
I
G
S
2
調
査
デ

l
タ
を
分
析
し
た
結
果
を
紹
介
し

て
き
た
。
具
体
的
に
は
、
一
九
九
七
年
の

J
I
G
S
-
調
査
デ
ー
タ

を
分
析
し
た
際
に
析
出
さ
れ
た
旧
構
造
の
残
存
現
象
が
依
然
と
し
て

継
続
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
変
化
が
見
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
ど
の

よ
う
な
点
に
そ
れ
が
現
わ
れ
て
き
て

い
る
か
、

と
い
う
問
題
に
焦
点

を
当
て
た
。
こ
う
し
た
視
点
で
団
体
世
界
の
鳥
版
図
を
示
そ
う
と
す

る
こ
と
自
体
、
一

つ
の
判
断
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
我
々
が
寸
年
以
上

に
わ
た
っ
て

J
I
G
Sプ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
遂
行
し
、
デ
ー
タ
を
経
理

.
分
析
す
る
な
か
で
帰
納
的
に
得
ら
れ
た
視
点
で
あ
っ
た
。

本
論
の
中
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、

J
I
G
S
-
調
査
で
発
見
さ

れ
た
出
構
造
は
、

J
I
G
S
2
調
査
で
も
そ
の
残
存
が
確
認
さ
れ
た
。

社
会
過
程
で
は
、
生
産
者
セ
ク
タ
ー
の
団
体
分
類
が
圧
倒
的
に
多
い

と
い
う
事
実
に
変
わ
り
は
な
く
、
ま
た
、
戦
後
初
期
に
形
成
さ
れ
た

団
体
が
依
然
と
し
て
団
体
世
界
の
中
心
的
存
在
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
結
果
で
あ
っ
た
。
政
治
過
程
で
は
、
団
体
l
行
政
関
係
に
お
い
て
、

経
済
・
業
界
団
体
、
農
林
水
産
業
団
体
、
そ
し
て
政
策
受
益
系
の
団

体
分
類
を
中
心
に
緊
密
で
あ
る
こ
と
が
継
続
し
て
確
認
さ
れ
、
団
体

|
政
党
関
係
で
は
、
こ

の
時
点
、
二

O

O
七
年
に
は
自
民
党
の
一
党

優
位
は
弱
体
化
し
つ
つ
も
持
続
し
て
い
る
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の

一
方
で
、
旧
構
造
の
揺
ら
ぎ
と
変
化
へ
の
兆
し
が

P
G
 

あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
社
会
過
程
で
は
、
団
体
分
類
別

・
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地
域
別
に
見
れ
ば
、
部
分
的
に
団
体
の
噴
出
現
象
が
確
認
さ
れ
た
。

政
治
過
程
の
う
ち
、
団
体
行
政
関
係
で
は
、
地
方
レ
ベ
ル
に
お
い

て
市
民
団
体
の
一
定
程
度
の
政
策
過
程
参
与
の
状
況
が
確
認
さ
れ
、

団
体
l

政
党
関
係
で
は
、
二
大
政
党
化
現
象
に
連
動
す
る
動
き
も
見

い
だ
せ
た
D

ま
た
、
利
託
団
体
政
治
に
お
い
て
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が

重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

団
体
世
界
に
お
い
て
、
旧
構
造
が

一
瞬
に
し
て
消
え
去
る
と
い
う

こ
と
は
考
え
に
く
い
。
今
後
は
、
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
た
制
度
的
枠

組
み
や
行
動
パ
タ
ー
ン
が
緩
や
か
に
溶
解
し
て
い
く
中
で
、
新
し
い

現
象
が
そ
の
隙
間
を
縫
っ
て
帽
を
効
か
せ
て
い
く
状
況
に
な
っ
て
い

く
の
だ
ろ
う
か
。
我
々
の

J
I
G
S
2
調
査
で
は
、
利
益
団
体
構
造

を
よ
り
立
体
的
に
捉
え
る
た
め
に
、
い
わ
ば
旧
構
造
と
関
連
す
る
旧

来
型
組
織
の
典
型
と
児
ら
れ
て
き
た
自
治
会
・
町
内
会
等
と
、
逆
に

新
聞
ハ
の
団
体
の
典
型
と
目
さ
れ
る
登
録

N
P
O
に
対
し
て
も
(
ま
た

対
応
す
る
地
方
政
府
で
あ
る
市
区
町
村
に
対
し
て
も
)
全
国
調
査
を

〔泌
}

遂
行
し
て
い
る
。
詳
細
は
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
書
に
委
ね
る
が
、
自
治

会
な
ど
旧
来
型
組
織
の
活
発
な
政
治
性
と
多
く
の
市
民
社
会
組
織
と

の
連
携
、
新
し
い

N
P
O
の
も
つ
都
市
自
治
体
政
策
へ
の
イ
ン
パ
ク

ト
が
析
出
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
圧
力
団
体
に
関
し
て
触
れ
た
よ
う

に
、
「
政
治
が
独
立
変
数
で
あ
る
」
こ
と
が
よ
り
妥
当
す
る
な
ら
、
現

在
生
じ
て
い
る
政
党
シ
ス
テ
ム
の
変
化
に
よ
っ
て
、
利
益
団
体
の
世

界
は
、
社
会
団
体
か
ら
自
治
会
、
町
内
会
、
そ
し
て

N
P
O
ま
で
大

き
く
変
容
し
て
い
く
こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。
繰
り
返
し
に
な
る

が
、
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
調
査
を
定
期
的
に
実
施
す
る
中
で

帰
納
的
に
答
え
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

本
論
文
を
締
め
く
く
る
に
あ
た
っ
て
、
利
託
団
体
に
対
す
る
サ

i

ヴ
ェ
イ
調
査
と
そ
の
研
究
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
一
言
し
て
お
き
た

い
。
サ
ー
ヴ

エ
イ
調
査
が
最
も
進
ん
で
い
る
領
域
は
、
有
椛
者
に
対

す
る
調
査
で
あ
ろ
う
。
有
権
者
調
査
の
場
合
は
、
調
査
対
象
者
の
社

会
的
属
性
に
関
す
る
質
問
群
、
心
理
・
態
度
に
関
す
る
質
問
群
、
行

動
に
関
す
る
質
問
群
か
ら
有
権
者
の
実
像
を
体
系
的
に
記
述
す
る
手

法
が
陣
立
さ
れ
て
い
る
(
三
宅
、

一
九
八
九
、
伊
藤
・
問
中
・
真
洲
、

二
0
0
0
、
第
五
章
)
。
新
し
い
発
見
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
投
げ
返
す

こ
と
の
で
き
る
壮
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
(
総
論
)
が
あ
る
の
で
、
各
論

の
研
究
も
深
化
さ
せ
や
す
い
。
と
こ
ろ
が
、
研
究
蓄
積
が
限
ら
れ
て

い
る
利
援
団
体
調
査
の
場
合
は
、
団
体
の
実
像
を
記
述
す
る
枠
組
が

自
明
で
は
な
い
。
実
像
が
見
え
な
い
か
ら
調
査
を
実
施
す
る
の
で
あ

る
が
、
実
像
が
見
え
な
い
が
ゆ
え
に
、
「
何
を
尋
ね
た
ら
よ
い
の
か
」

「
収
集
し
た
デ

i
タ
を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
た
ら
よ
い
の
か
」
が
わ
か
ら

な
い
と
い
う
問
題
に
直
面
す
る
(
森
、
二

O
O
八
b
)
。
何
か
発
見
ら

し
き
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
全
体
像
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置

付
け
た
ら
よ
い
か
が
つ
か
め
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
各
論
の
研
究
も
育
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ち
に
く
い
状
況
に
あ
る
。
特
定
の
視
住
や
モ
デ
ル
に
依
拠
し
た
各
論

の
寄
せ
集
め
が
全
体
像
の
提
示
に
う
な
が
る
の
で
あ
れ
ば
よ
い
が
、

お
そ
ら
く
、
そ
う
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
我
々
が
、
鳥
鰍
図
、
全
体

像
の
記
述
的
な
提
示
そ
れ
自
体
に
こ
だ
わ
る
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。

そ
う
し
た
意
味
で
は
、
日
本
の
利
益
団
体
研
究
の
段
階
は

V
・
0
・

キ
ィ

l
K
ゃ
E
・
E
-
シ
ヤ

y
ト
シ
ユ

ナ
イ
ダ

l
、
デ
イ
ビ

ッ
ド
・

ト
ル

l
マ
ン
ら
が
全
体
像
を
提
示
し
よ
う
と
し
た
半
世
紀
前
の
ア
メ

リ
カ
の
状
況
に
対
比
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

繰
り
返
し
の
調
査
の
中
で
浮
か
び
上
が
っ
た
有
権
者
の
笑
像
を
定

期
的
な
調
査
で
「
線
認
す
る
」
段
階
に
あ
る
有
権
者
調
査
に
比
べ
れ

ば
、
我
々
の
調
査
と
研
究
報
告
は
、
今
後
検
証
さ
れ
る
べ
き
「
た
た

き
台
」

を
提
出
し
た
に
過
ぎ
な

い
と
こ

ろ
が
あ
る
。
日
本
に
お
け
る

投
票
行
動
の
研
究
が
体
系
化
さ
れ
る

の
に
三

O
年
の
年
月
を
費
や
し

た
の
で
あ
れ
ば
、
我
々
の
利
説
団
体
調
査
も
そ
の
く
ら
い
の
長
期
戦

を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

一
O

年
に
一
度
の
大
規
僕
調
査
は
持
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

21 世紀日本における利益団体の存立

(1
)

我
々

の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、

白
本
の
市
民
社
会
組
織
全

体
を
調
査
対
象
と
定
め
、
そ
れ
を
①

「
社
会
団
体
」
の
レ
ベ

ル、

②

登
録
N
P
O
の
レ
ベ
ル
、
①
市
区
町
村
が
把
握
す
る
自
治
会

・
町
内

会
の
レ
ベ
ル
の

3
レ
ベ
ル
で
全
図
的
調
査
を
逆
行
し
た
。
「
社
会
回
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体
」
と
い
う
一
言
葉
は

一
般
に
は
様
々
な
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、

我
々
の
研
究

(
J
I
G
S
2
)
で
は
、
研
究
作
業
上
、
職
業
別
電
話

帳
(
組
合
・
団
体
)
で
把
控
で
き
る
市
民
柏
会
'
組
織
を
「
社
会
団
体
」

と
呼
ん
で
い
る
。
「
社
会
団
体
」
調
査
の
概
要
と
結
果
に
つ
い
て
の
詳

細
は
、

辻
中
山一旦

・
森
裕
城
編
(
二

O

O
九
)
、
辻
中
山
車
一
編
(
二

0
0

九
a)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
2
)

国
際
的
に
は
、
こ
の
分
野
は
比
較
政
治
分
野
に
お
け
る
現
代
政

治
分
析
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
政
治
過
程
論
と
い
う
名
称
自
体
、
一

九
五
0
年
代
に
再
出
発
し
た
日
本
政
治
学
の
特
殊
性
を
表
現
し
て
い

る
。
た
だ
し
こ
の
歴
史
性
と
構
造
性
を
有
し
政
治
体
制
論
と
連
挽
し

た
政
治
過
程
論
の
伝
統
自
体
、
貴
重
で
あ
り
、
復
権
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。

例
え
ば
、
同
一
編
(
一
九
五
八
)
、
日
本
政
治
学
会
編
(
一

九

六
O
)
な
ど
が
そ
の
代
表
例
で
あ
る。

(3)

利
託
団
体
を
中
心
と
し
た
利
益
集
団
分
析
は
、
国
際
的
に
見
て

も
現
代
政
治
分
析
に
お
け
る
一
つ
の
中
心
的
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
。

I
P
S
A
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
(
日

E
q
E
C。ロ∞一

3
t
t
g一
ω
2
8
8
〉
司

え
E2ω
。
コ
わ
り
'
問
。
ζ
w
(戸
市
山
市
右

t
N
c
c
g
w
巴
一〈
2
2
E
百円

宮
『O
円ヨ
mE
o
p
)

に
よ
れ
ば
、
一
九
八
九
年
か
ら
二

O
O
六
年
の
期
間
に
、
利
益
集
団
、

圧
力
団
体
、
組
織
利
益
、
ロ
ビ

ー
と
い
っ
た
概
念
を
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク

ト
に
含
む
利
益
団
体
研
究
の
論
文
は
八

一
六
を
数
え
、
政
党
概
念

(志
一E
S一
宮
門
主
)
を
含
む
論
文
数
(
七
五
八
)
よ
り
多
く
、
多
元、正

義

S
E
E
r
s
-
G
ω
印
)
の
三
分
の
こ

で
あ
る
。
他
方
で
利
益
団
体
な

ど
の
集
団
分
析
は
、
社
会
科
学
全
般
で
は
、
一
九
九
0
年
代
か
ら
約

二
O
年
、
市
民
社
会
、

N
G
O
、
ソ

l
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
な
ど
こ
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れ
ま
で
と
昆
ハ
な
る
概
念
と
視
角
か
ら
の
分
析
に
力
点
が
移
動
し
て
い

る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
(
討
さ
g
E
N
c
c
p
辻
中

N
C
C
N
立
。
先
の
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
、
市
民
社
会
(
一
一
四
五
二
、
ソ

l
シ
ャ
ル
キ
ャ

ピ
タ
ル
(
一
二
六
六
)
、

N
G
O
(
二
五
五
)
を
数
え
て
い
る
。
筆
者

た
ち
の
研
作
九
の
前
提
の
一
つ
は
、
社
会
に
お
け
る
様
々
な
団
体
は
基

本
的
に
「
市
民
社
会
組
織
と
い
う
顔
」
と
「
利
益
団
体
と
い
う
顔
」
、

二
つ
の
顔
を
同
時
に
有
し
て
い
る
と
概
念
化
で
き
る
と
い
う
も
の
で

あ
り
、
本
論
文
は
「
利
益
団
体
と
い
う
顔
」
を
中
心
に
団
体
の
姿
を

観
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
4
)

こ
の
当
事
者
と
観
察
者
の
視
点
の
違
い
は
制
度
論
や
ゲ
!
ム
論

で
も
関
心
を
も
た
れ
て
い
る
。
成
山
二
九
九
五
、
第
七
章
)
、
河

野
(
二

0

0
九
)
参
照
。
周
知
の
よ
う
に
古

Z
5
2
p・0
毛
は
利
益

集
団
と
も
訳
さ
れ
、
}
]
凶
5
2三
(
利
益
'
関
心
・
利
害
)
は
、
政
治
学

の
鍵
概
念
で
あ
る
。
た
だ
利
リ
パ
肌
ハ
柴
田
は
機
能
的
に
組
織
の
有
結
を
問

わ
ず
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
集
団
を
包
摂
す
る
た
め
、
過
程
追
跡
な
ど

の
事
例
研
究
以
外
で
は
研
究
が
困
難
で
あ
る
。
辻
巾
l

一端(一一

O
O
二
)

参
加
…
。

(
5
)

研
究
成
果
と
し
て
は
、
辻
中
編
(
一
九
九
九
)
、
辻
中
編
(
二

0
0
二
)
、
凶
U
3
5包
S
(
N
C
C
ω
)
、
J
F
S
百
三
内
山
民
日
丘
町
)
。
一
岳
山
口
ぬ
]
】

(
N
C
C
∞)、

J
U
3
5
ω
}広場
(

U

}

己
0
・
山
吉
巳

O
}】S
5
0
(
N
C
C
吋
)
が
あ
る
。

(
6
)

も
う
一
つ
の
方
法
と
し
て
よ
り
頂
上
レ
ベ
ル
の
圧
力
団
体
に
注

目
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
(
村
松
・
伊
藤
・
辻
中
、
一
九
八
六
、

村
松
・
久
米
端
、
二

O

O
六
)
。
た
だ
し
こ
こ
で
も
、
い
か
に
し
て

そ
の
圧
力
団
体
を
選
定
す
る
か
、
と
い
う
問
題
が
重
要
な
論
点
で
あ

る
。
こ
の
間
題
を
事
情
通
に
よ
る
評
判
法
で
解
決
し
よ
う
と
し
た
の

が
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
り
、
地
球
環
境
政
策
や
労

働
政
策
に
お
い
て
辻
中
が
試
み
て
い
る

(155w可
名
目
〕
f

四
三
怠
ー

一
河
口
二
口
氏
、
p
z
U
コ
己
主
早
ま
一
辻
中
、

S
S
)
。

(
7
)

調
査
時
期
は
二

O
O
六
年
二
一
月
か
ら

O
七
年
一
二
月
で
あ
る
、
が
、

一
部
補
完
調
査
を
こ

0
0
八
年
一
月
か
ら
七
月
に
行
っ
て
い
る
。
詳

し
く
は
、
辻
中
・
森
編
(
二

O
O
九
)
、
辻
中
一
端
(
二

O
O
九
三
、

之、，
Y
3

、。

，

zmu 

(
8
)

利
託
団
体
の
分
額
方
法
に
は
、
①
設
立
や
運
営
の
資
金
源
、
②

設
立
時
の
事
情
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
、
①
当
該
団
体
の
基
礎
と
な
る

集
団
の
性
格
、
④
団
体
の
持
つ
法
人
格
、
⑤
大
規
模
集
団
か
小
規
模

集
団
か
、
⑤
団
体
内
の
個
人
と
団
体
と
の
交
換
過
躍
に
注
目
し
た
交

換
使
誌
に
よ
る
分
類
、
⑦
団
体
が
ど
の
よ
う
な
政
策
領
域
に
関
心
を

持
っ
て
い
る
か
、
な
ど
が
あ
る
(
辻
中
、
一
九
八
八
、
凹
一
一
員
)
。

(
9
)

国
家
間
比
較
に
つ
い
て
は
、

J
I
G
S
-
に
つ
い
て
は
、
辻
中

山
一
旦
編
(
二

O
O
二
、
一
一
章
1

三
二
章
)
を
参
照
。

J
I
G
S
2
を

含
め
た
比
較
と
し
て
は
が
4
5
r
p
h
u
s
w
c
z
g
d
o
Q
C
C吋
)
を
参
照
。

(
川
)
ち
な
み
に
、

J
I
G
S
2
調

査

で

も

、

東

京

都

の

み

(
Z
H
H
吋
∞
叩
)
で
デ

i
タ
を
見
る
と
、
市
町
村
レ
ベ
ル
が
一
五
・
七
%
、

都
道
肝
県
レ
ベ
ル
が
一
一
二
・
四
%
、
広
域
圏
レ
ベ
ル
が
六
・
九
%
、

全
国
レ
ベ
ル
が
五
二
・
七
%
、
世
界
レ
ベ
ル
が
一
一
・
四
%
と
、
全

国
レ
ベ
ル
で
活
動
す
る
団
体
が
半
数
を
超
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

地
域
は
東
京
都
の
み
で
あ
り
、
東
京
都
の
次
に
全
国
レ
ベ
ル
の
%
が

高
い
大
阪
府
で
は
、
そ
の
数
値
は
大
幅
に
下
が
り
一
一
二
・
凶
%
と
な
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る。

J
I
G
S
-
調
査
は
東
京
都
を
主
た
る
調
査
対
象
と
し
て
い
る

の
で
、
日
本
全
国
を
特
徴
づ
け
る
に
は
、
当
然
に
大
き
な
バ
イ
ア
ス

を
抱
え
て
い
る
。

J
I
G
S
2
調
査
デ
!
タ
の
分
析
に
よ
っ
て
、

J

I
G
S
-
調
査
に
器
、
づ
く
知
見
は
、
一
定
程
度
是
正
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
団
体
世
界
に
お
け
る
東
京
の
位
置
を
検
討

し
た
も
の
と
し
て
、
竹
中
(
二

O

O
九
)
が
あ
る
。

(
U
)

国
境
を
趨
え
る
団
体
に
つ
い
て
は
、
辻
中
二
九
九
回
)
、

円
ハ
∞
門

N
g
ω
門
ぬ
い
ロ

ω
ロ(一回

c
K
5
5
(呂
志
)
を
参
照
。

J
I
G
S
i
、
J
I

G
S
2
デ
!
タ
を
用
い
た
分
析
と
し
て
、
足
立
(
二

O

O
九
)
参
照
。

(
円
以
)
辻
中
二

O

O
九
、
辻
中
・
桂
二

O
O
二
、
辻
中
・
在
二

0
0

四
な
ど
を
参
照
。

(
日
)
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
サ
阜
ム
叩
に
つ
い
て
は
、
∞
包
民
自
Q

コ
(
呂
φ
h
F
)

、

印
丘
町
W

門戸。

P
〉
己
目
百
円
J

亡
ω
Y
ベ()め日)一め
H
J

印。一

S
一
。
さ
ω}心
山
口
(
一
〉
ωω
。
{
い
怠
古
ω

(
呂
志
)
を
参
照
。
サ
ラ
モ
ン
は
社
会
主
義
の
崩
壊
、
福
祉
国
家
の
衰

退
と
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
急
激
な
台
一
民
を
関
連
付
け
て
い
る
が
、

い
わ
ゆ
る
「
革
命
」
で
は
な
い
。
短
期
間
で
の
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
噴
出
を
こ
こ
で
は
指
す
こ
と
に
す
る
。

(
凶
)
こ
こ
で
念
一
政
に
お
い
て
い
る
の
は
、

J
I
G
S
2
で
の
社
会
田

体
調
査
で
あ
る
が
、
同
様
の
こ
と
は
別
に
詳
し
く
調
査
し
た
自
治
会

な
ど
に
関
し
て
も
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
自
治
会
調
査
に
関
し
て
は
、

辻
中
・
ペ
ッ
ヵ
、
ネ
ン
・
山
本
(
二

O

O
九
)
、
参
照
。

(
日
)
行
政
接
触
を
尋
ね
る
質
問
文
は
、
「
あ
な
た
の
団
体
が
行
政
に

〈
直
接
的
〉
に
働
き
か
け
を
す
る
場
合
、
次
に
あ
げ
る
役
職
の
方
と
、

ど
の
く
ら
い
面
会
や
電
話
を
し
ま
す
か
」

(
Q日
)
。
提
示
し
た
役
職

21世紀EPfにおける平IJ祇団体の存立37 

は
、
「
大
臣
な
ど
の
中
央
省
庁
幹
部
」
、
「
中
央
省
庁
の
課
長
ク
ラ
ス
」
、

「
首
長
な
ど
の
自
治
体
幹
部
」
、
「
自
治
体
課
長
ク
ラ
ス
」
で
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
「
ま
っ
た
く
な
い
」
「
あ
ま
り
な
い
」
「
あ
る
程
度
」

「
か
な
り
頻
繁
」
「
非
常
に
頻
繁
」
の
五
段
階
で
回
答
を
求
め
た
。
こ

こ
で
は
、
「
あ
る
程
度
」
以
上
の
回
答
が
一
つ
で
も
あ
れ
ば
「
行
政

接
触
あ
り
」
と
み
な
し
た
。
政
党
接
触
を
尋
ね
る
質
問
文
は
、
「
あ
な

た
の
団
体
が
政
党
に
働
き
か
け
を
す
る
場
合
、
次
に
あ
げ
る
政
党
と
、

ど
の
く
ら
い
按
触
し
ま
す
か
」

(
Q
m
)
で
あ
る
。
提
示
し
た
政
党
は
、

自
民
党
、
民
主
党
、
共
産
党
、
社
民
党
、
公
明
党
、
地
域
政
党
で
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
「
ま
?
た
く
な
い
」
「
あ
ま
り
な
い
」
「
あ

る
程
度
」
「
か
な
り
娯
繁
」
「
非
常
に
頻
繁
」
の
五
段
階
で
回
答
を
求

め
た
D

こ
こ
で
は
、
「
あ
る
程
度
」
以
上
の
回
答
が
一
つ
で
も
あ
れ
ば

「
政
党
接
触
あ
り
」
と
み
な
し
た
。

(
見
)
地
域
レ
ベ
ル
の
団
体
と
全
国
レ
ベ
ル
の
団
体
で
は
、
向
じ
市
民

団
体
と
い
っ
て
も
、
そ
の
政
策
関
心
、
活
動
志
向
性
に
相
違
が
あ
る

こ
と
に
も
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
政
策
関
心
で

は
、
平
和
・
安
全
保
障
・
国
際
援
助
と
い
っ
た
項
目
で
関
心
に
大
き

な
差
が
見
ら
れ
る
(
活
動
対
象
が
全
国
・
世
界
レ
ベ
ル
の
団
体
の
方

が
高
い
)
。

(
口
)
た
だ
し
、
本
号
所
収
の
伊
藤
・
辻
中
論
文
(
表
i
、
七
O
百
(
)

が
示
す
よ
う
に
市
区
町
村
調
査
で
は
、
審
議
会
や
訂
国
策
定
へ
の
参

加
と
比
べ
て
政
策
執
行
へ
の
参
加
は
総
じ
て
高
く
な
い
。
こ
れ
は
設

問
の
違
い
に
由
来
す
る
も
の
か
、
視
点
の
違
い
な
ど
よ
り
実
質
的
な

意
味
の
遣
い
に
よ
る
も
の
か
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
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多
角
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

(
凶
)
こ
の
点
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
森
(
二
O

O
九
三
を
参
照
さ

今
し
ー
、
』

1

0

1

7

L
 

(四
)
J
I
G
S
2
調
査
の
審
議
会
と
天
下
り
の
項
目
に
関
す
る
分
析

(
辻
中

・
漬
本
、
二

O

O
九
)
で
も
、
団
体
i
行
政
関
係
に
お
け
る

情
報
の
や
り
と
り
の
亙
要
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

(初
)
た
だ
し
、

J
I
G

S
-
は
橋
本
龍
太
郎
内
問
、

J
I
G
S
2
は

安
倍
晋
三
内
閣
で
い
ず
れ
も
参
議
院
選
挙
で
敗
北
す
る
以
前
の
比
較

的
支
持
率
の
高
い
安
定
し
た
自
民
党
政
権
下
で
の
調
査
で
あ
る
こ
と

に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

(
幻
)
主
観
的
影
響
力
と
は
、
調
査
の
回
答
者
自
身
が
考
え
る
団
体
の

影
響
力
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
影
響
力
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
た
と

え
ば
、
日
本
の
政
治

・
経
済

・
社
会
の
す
べ
て
の
領
域
に
関
わ
っ

て

い
る
巨
大
団
体
は
、
客
観
的
影
響
力
が
大
、
き
い
割
に
、
主
観
的
に
は

自
己
の
影
響
力
を
小
さ
く
見
積
も
る
傾
向
が
あ
る
。
反
対
に
、
限
定

さ
れ
た
単
一
の
問
題
に
し
か
関
心
が
な
い
よ
う
な
団
体
は
、
そ
の
問

題
と
範
聞
の
小
さ
さ
ゆ
え
に
、
主
観
的
に
は
大
き
な
影
響
力
を
実
感

す
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
う
し
た
主
観
的
な
影
響
力
と
い
う
項
目
の
持

つ
意
味
そ
れ
自
体
の
検
討
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

(
辺
)
蒲
島
の
近
著
(
滞
烏
・
竹
下
・
芹
川
、

二
O

O
七
)
で
は
、
メ

デ
ィ
ア
多
元
主
義
モ
デ
ル
の
紹
介
に
多
く
の
紙
一
怖
が
割
か
れ
て
い
る

が
、
当
該
モ

デ
ル
の
根
幹
で
あ
る
多
元
主
義
の
復
元
過
程
に
関
す
る

一一一一口及
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
メ
デ
ィ
ア
に
影
響
力
が
あ
る
か
ど
う
か
、

メ
デ
ィ
ア
が
中
立
的
か
ど
う
か
と
い
う
、
当
該
モ
デ
ル
に
と
っ
て
章
一

要
で
は
あ
る
が
部
分
的
側
面
に
議
論
の
焦
点
が
悶
定
化
し
て
し
ま

っ

て
い
る
(
森
、
二
O
O
八
三
D

利
益
団
体
側
の
動
向
を
把
握
す
る
た

め
の
調
査
と
デ
l
タ
の
不
在
が
、
実
証
の
幅
を
狭
く
し
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ら
れ
る
D

(
お
)

山
田
(
二

O
O
八
)
は
、
日
本
で
も
市
民
団
体
が
訴
訟
を
起
こ

す
と
新
聞
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
、

特
定

の
分
野
で
は
あ
る
が
、
新
聞
の
紙
面
分
析
で
実
証
し
て
い

る
。
こ
、
つ

し
た
団
体
の
姿
を
サ
i
ヴ
エ
イ
調
査
で
捉
え
る
た
め
に
は
、
よ
り
洗

練
さ
れ
た
質
問
丈
の
考
案
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
は
今
後
の
課
題

と
し
た
い
。
ち
な
み
に
、

J
I
G
S
2
調
査
テ
l
タ
に
お
け
る
裁
判

所
に
関
連
す
る
項
目
を
検
討
し
た
平
井

(一
一O

O
九
b
)
に
よ
れ
ば
、

日
本
に
お
け
る
裁
判
所
の
活
用
は
低
調
で
あ
る
c

た
だ
、
行
政
や
政

党
よ
り
も
裁
判
所
を
重
視
す
る
と

い
う
団
体
が
少
な
い
な
が
ら
も
存

在
す
る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
今
後
、
議
論
を
深
め
て
い
く
余
地
は

ふ
γ心
。

(
別
)
分
析
の
個
々
の
解
釈
に
お

い
て
は
、
枝
々

J
I
G
S
調
査
の
実

施
時
間
が
、
J
I
G
S
-
が
橋
本
龍
太
郎
内
問
、

J
I
G
S
2
が
安

倍
晋
三
内
閣
別
で
あ
る
こ
と
や
、
間
体
の
事
務
局
長
レ
ベ
ル
の
人
物

の
回
答
を
主
と
す
る
テ
l
タ
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
に
入
れ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
各
論
を
深
め

る
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
口

(お
)
本
論
の
中
で
は
詳
し
く
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
旧
構
造
の
中

心
的
存
在
で
あ
っ
た
農
業
団
体
に
お

い
て
、
政
治
活
動
の
不
活
性
化

が
顕
著
に
生
じ
て
い
る
。

J
I
G
S
2
調
査
デ
l
タ
は
ケ
l
ス
数
が



行動株式

豊
富
な
の
で
、
各
団
体
分
類
内
の
動
向
を
個
別
に
分
析
す
る
こ
と
も

可
能
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
方
向
性
で
農
業
団
体
を
検
討
し
た
も
の

と
し
て
梶
本
(
二
O

O
九
)
が
あ
る
。

(
泌
)
辻
中
・
ペ
ヌ
カ
ネ
ン
・
山
本
(
一
一

O

O
九
)
、
辻
中
一
端
(
一
一

O

O
九
b
)
、
辻
中
・
伊
藤
一
編
(
二
O

O
九
)
、
辻
中
一
編
(
二

O
O
九
三
。

登
録
N
P
O
に
関
し
て
も
報
告
書
、
コ
ー
ド
ブ
ッ
ク
、
研
究
蓄
を
準

備
中
で
あ
る
。

(
幻
)
辻
中
(
一
九
八
八
、
二
章
)
、
辻
中
一
端
(
一
一
O

O
二
、
一

O
章
)

を
参
照
。
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
の
半
世
紀
に
道
展
し
た
分
析
手

法
と
理
論
的
諸
概
念
は
有
し
て
い
る
が
、
全
体
像
を
提
示
す
る
と
い

う
意
味
で
一
九
六
O
年
前
後
の
時
期
に
対
応
す
る
の
で
あ
る
。

21ill:紀日本における利託団体の存立

引
用
文
献

足
立
研
幾
(
二
O

O
九
)
「
世
界
志
向
利
益
団
体
の
存
立
・
行
動
様
式

ー
一
九
九
0
年
代
と
の
連
続
性
と
変
化
」
辻
中
豊
・
森
裕
城
一
端
「
第

二
次
団
体
の
基
礎
構
造
に
関
す
る
調
査
(
日
本
全
国
・
社
会
回
体

調
査
)
報
告
書
』
筑
波
大
学
、
第
一
五
章
。

伊
藤
大
一
二
九
八
O
)

『
現
代
日
本
の
官
僚
制
分
析
」
東
京
大
学
出

版
会
。

伊
藤
光
利
・
田
中
愛
治
・
真
淵
勝
(
二

0
0
0
)

「
政
治
過
程
論
』
有

ド
ζ

同
行
。

ヨ
4
一
円
山
H

後
一
層
雄
(
二

O

O
九
)
「
N
P
O
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
担
え
る
か
」
法

律
文
化
社
。

問
義
武
一
端
(
一
九
五
八
)
「
現
代
日
本
の
政
治
過
程
』
岩
波
書
庖
。
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梶
本
悦
子
(
二

O

O
九
)
「
山
氏
林
水
産
業
団
体
の
存
立
・
行
動
様
式
l

個
別
団
体
分
類
に
関
す
る
記
述
枠
組
構
築
の
た
め
の
一
試
論
」
辻
中

豊
・
森
裕
城
一
編

PJm
二
次
団
体
の
基
礎
構
造
に
関
す
る
調
査
(
日

本
全
国
・
社
会
団
体
調
査
)
報
告
書
』
筑
波
大
学
、
第
一
六
章
。

久
保
慶
明
(
一
一
O

O
九
)
「
ロ
ー
カ
ル
レ
ベ
ル
団
体
の
存
立
・
行
動
様

式
」
辻
中
山
一
旦
・
森
裕
城
編
「
第
二
次
団
体
の
基
礎
構
造
に
関
す
る

調
査
(
日
本
全
国
・
社
会
団
体
調
査
)
報
告
書
」
筑
波
大
学
、
第
一

一
背
よ
7
0

諸
島
郁
夫
(
一
九
九
O
)
「
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
と
政
治
」
「
レ
ヴ
ァ
イ
ア

サ
ン
」

7
号
、
木
鐸
社
。

浦
島
郁
夫
・
竹
下
俊
郎
・
芹
川
洋
一
(
二

O

O
七
)
「
メ
デ
ィ
ア
と
政

リ
日
』
有
斐
問
。

河
野
勝
(
二
O

O
九
)
「
制
度
、
合
理
性
、
期
待
」
未
定
稿
。

坂
本
治
山
(
一
一
O

O
九
三
「
団
体
調
査
か
ら
み
た
日
本
の
ソ
l
シ
ャ
ル

・
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
行
政
」
辻
中
山
一
旦
・
森
裕
城
一
樹
司
第
二
次
団
体
の

基
礎
構
造
に
関
す
る
調
査
(
日
本
全
国
・
社
会
団
体
調
査
)
報
告
書
」

筑
波
大
学
、
第
六
章
。

坂
本
治
也
(
二
O

O
九
b
)
「
日
本
に
お
け
る
市
民
社
会
の
三
次
結
社
化

の
実
態
」
辻
中
曲
一
旦
・
森
裕
城
一
漏
司
第
二
次
回
体
の
基
礎
構
造
に
関

す
る
調
査
(
臼
木
全
国
・
社
会
団
体
調
査
)
報
告
書
』
筑
波
大
学
、

第
五
章
。

盛
山
和
夫
(
一
九
九
五
)
「
制
度
論
の
構
図
』
創
文
社
、
第
七
章
。

竹
中
佳
彦
(
二
O

O
九
)
「
団
体
の
世
界
に
お
け
る
首
都
・
東
京
の
位

置
l
地

域

開

比

較

を

通

じ

て

」

・

森

硲

域

編

一

次

回
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体
の
基
礎
構
造
に
関
す
る
調
査
(
日
本
全
国
・
社
会
団
体
調
査
)
報

告
書
』
筑
波
大
学
、
第
一
四
章
司

田
中
弥
生
(
一
一

O
O
八
)
『

N
P
O
新
時
代
」
明
石
書
山
。

辻
中
豊
(
一
九
八
二
「
利
益
集
団
の
分
析
枠
組
一
新
段
階
の
諸
ア
プ

ロ
lat-

子
を
中
心
に
」
『
阪
大
法
学
』
第
一
一
六
・
一
一
七
号
。

辻
中
山
一
見
(
一
九
八
八
)
『
利
益
集
団
」
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
八
年
G

辻
中
山
一
見
(
一
九
九
四
)
「
国
内
政
治
構
造
と
外
国
ロ
ビ

l

l
日
本
に
お

け
る
対
相
手
国
ロ
ビ
ー
の
比
較
分
析
」
「
レ
ヴ
ア
イ
ア
サ
ン

-
h
M
号、

た
ト
明
苧
十
ム
。

↑ノ
/
h
'
r
市
J
J
J小

i

辻
中
山
一
品
(
一
九
九
九
)
「
現
代
日
本
の
利
益
団
体
と
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

「
選
挙
」
五
二
巻
、
一
331

一
一
一
号
。

辻
中
山
一
旦
編
(
一
九
九
九
)
「
団
体
の
基
礎
構
造
に
関
す
る
調
査
(
日
本
)

〕

1

」
]
の
∞
コ
!
ド
ブ
ッ
ク
』
エ
ル
・
デ

l
-
ピ
l
c

辻
中
豊
(
二

O

O
二
a)
「
序
論
一
本
書
の
モ
デ
ル
・
構
成
・
見
方
」
辻

中
山
一
呪
編
「
現
代
日
本
の
市
民
社
会
・
利
益
団
体
』
木
鍔
社
。

辻
中
山
一
見
(
一
一

O

O
二
b
)
「
世
界
政
治
学
の
文
脈
に
お
け
る
市
民
社
会
・

N
G
O
研
究
」
「
レ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
」
お
号
、
木
鐸
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辻
中
山
一
旦
編
(
二

O

O
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)
「
現
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日
本
の
市
民
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会
・
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託
団
体
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木

叩
中
平
ふ
i
G

/
午

I
4
4
j

辻
中
的
一
見
(
二

O

O
六
)
「
二
大
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党
制
の
圧
力
団
体
的
基
礎
」
村
松
岐

夫
・
久
米
郁
男
吋
日
本
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変
動
の
三
O
年
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・
官
僚
・

団
体
調
査
に
見
る
構
造
変
容
』
東
洋
経
済
新
報
社
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辻
中
山
車
(
二

O

O
九
三
「
比
較
に
よ
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本
の
市
民
社
会
の
実
像
」
宇

田
川
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7
2冗
的
共
生
を
求
め
て
』

辻
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的
一
品
(
二

O
O
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b
)
「
日
本
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市
民
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マ
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ロ
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レ
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」
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中
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一
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(
二

O
O
九
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市
民
社
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造
と
ガ
パ
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自
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(
市
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調
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報
告
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}
筑
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、
一
二
i
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中
的
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鐸
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史
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へ
」
辻
中
豊
・
膝
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友
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